
2025年11月26日

第6回地方創生SDGs調査・研究会 有識者会議

企業等による地方創生SDGsを通じた
自律的好循環形成に向けて
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令和７年度企業等による地方創生SDGs調査・研究会のスケジュール・議事(案)は以下を想定しています。

実施回 開催時期 想定議事

第１回 2025年6月9日
1. 地方創生SDGsの経緯
2. 令和７年度 地方創生SDGs 調査・研究会開催計画(案)
3. 今後の調査・研究の進め方(案)

第２回 2025年7月16日
1. 企業等による地方創生SDGsの全体像①
2. ヒアリング調査の方向性
3. 地方創生SDGsに関わる政府の動き

第３回 2025年8月25日 1. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング①

第４回 2025年9月29日 1. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング②

第５回 2025年10月31日
1. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング結果
2. 地方創生SDGsの全体像と各主体の主な役割

第６回 2025年11月26日

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの基本的な考え方の策定に向けて①
1. 基本的な考え方の構成案及び地方創生SDGsの全体像
2. 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法
3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策

第７回 2025年12月22日 多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの基本的な考え方の策定に向けて②

第８回 2026年X月XX日 多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの基本的な考え方の策定に向けて③

今後の調査・研究の想定スケジュール

骨子、施策集の提示

ドキュメントの概要

ドキュメントの提示、ご
意見伺い
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議事

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの基本的な考え方の策定に向けて

1. 基本的な考え方の構成案及び地方創生SDGsの全体像

2. 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法

3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策
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議事

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの基本的な考え方の策定に向けて

1. 基本的な考え方の構成案及び地方創生SDGsの全体像

2. 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法

3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策
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本調査・研究会の全体像と多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGs基本的な考え方(以下基本的な考え方)との対
応関係は以下と想定しております。基本的な考え方の構成案について、お気づきの点がございましたらご意見をお伺いできればと存
じます。

1. 基本的な考え方の構成案及び地方創生SDGsの全体像

中企庁ロー
カルゼブラ研
究会基本
指針を参照

これまでに
作成した各
施策

官民PF
地方創生
2.0総合戦

略

宣言・登
録・認証制

度

地方創生
SDGs表彰

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの全体像

アプローチ

幅広いステークホルダーが関与した取組による
“自律的好循環の形成”

具体的な施策

資金
ふるさと納税
インパクト投資

クラウドファンディング
Jクレジット

認証
宣言・登録・認証制度

SDGs未来都市
地方創生SDGs表彰

共創
官民連携プラットフォーム

DAOの活用

目的

SDGsを原動力とした地方創生の推進

地方創生2.0総合戦略

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの全体像 多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGs基本的な考え方(仮称)

(スライド7) ① 地方創生SDGsと政府のSDGs推進

地方創生SDGsの重要性

政府の総合戦略における地方創生SDGsの位置づけ

(スライド8) ②
多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsを通じた自律的好循環の
形成

(スライド10-18) ③ 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法

自律的好循環の形成に向けた各ステークホルダー(産官学金労言士)の役割

産官学金労言士の連携による地方創生SDGsへのアプローチ例

地方創生SDGsへのアプローチ例を踏まえた共通インプリケーション

(スライド20-36) ④ 地方創生SDGsの取組を支えるための施策

官民連携プラットフォーム

SDGs未来都市

ふるさと納税

クラウドファンディング

企業版ふるさと納税

インパクト投資

J-クレジット

DAOによるコミュニティ形成

アプローチ

幅広いステークホルダーが関与した取組による
“自律的好循環の形成”

具体的な施策

資金
ふるさと納税
インパクト投資

クラウドファンディング
Jクレジット

認証
宣言・登録・認証制度

SDGs未来都市
地方創生SDGs表彰

共創
官民連携プラットフォーム

DAOの活用

目的

SDGsを原動力とした地方創生の推進
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「多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの基本的な考え方」策定の狙い（案）

⚫ SDGsを原動力とした地方創生（地方創生SDGs）を推進し、政策の全体

最適化、地域課題解決が加速化され、持続可能なまちづくりを進めていくこと

が重要。

⚫ 地域事業者の「見える化」を通じて、地方公共団体と地域の経済団体及び金

融機関、大学等の様々なステークホルダーとの連携の促進、企業の経営計画

等におけるSDGsの取組が促進されること、更にはこれらの取組のメリットを

通じた地域住民の行動変容の広がりと次世代への継承を目指す。

⚫ 多様なステークホルダーの連携によって地方創生SDGsを推進することにより、

各地域における「自律的好循環」が形成され、地域課題の解決と、地域にお

ける新たな価値が創出されることが期待されている。
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1. 基本的な考え方の構成案及び地方創生SDGsの全体像 –自律的好循環の形成

※委員の皆様のご意見を踏まえ更新

事業収益の創出 得られた収益の再投資

地方公共団体(官)

地域事業者(産)
地域金融機関(金)

地域社会・地域住民/教育・研究機関(学)

地方創生SDGsを通じた
経済・社会・環境の自律的好循環の形成

経済
活性化

課題
解決

労働者・人材(労) メディア(言)

地域課題
の共有

インパクト
スタートアップ

自律的好循環の推進による地域住民の行動変容と次世代への継承

地方創生SDGsの促進

投資家

インパクトの
創出・評価

インパクトファンド

インパクト投資共創

大手銀行/大手企業/専門家・士業等 (士)

地域(エコシステム)内への取り込み 地域(エコシステム)外への働きかけ
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基本的な考え方の①及び②において、地方創生SDGsの全体像を示すことを想定しております

1. 基本的な考え方の構成案及び地方創生SDGsの全体像 – 地方創生SDGsの全体像

中企庁ロー
カルゼブラ研
究会基本
指針を参照

これまでに
作成した各
施策

官民PF
地方創生
2.0総合戦

略

宣言・登
録・認証制

度

地方創生
SDGs表彰

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの全体像

アプローチ

幅広いステークホルダーが関与した取組による
“自律的好循環の形成”

具体的な施策

資金
ふるさと納税
インパクト投資

クラウドファンディング
Jクレジット

認証
宣言・登録・認証制度

SDGs未来都市
地方創生SDGs表彰

共創
官民連携プラットフォーム

DAOの活用

目的

SDGsを原動力とした地方創生の推進

地方創生2.0総合戦略

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの全体像

アプローチ

幅広いステークホルダーが関与した取組による
“自律的好循環の形成”

具体的な施策

資金
ふるさと納税
インパクト投資

クラウドファンディング
Jクレジット

認証
宣言・登録・認証制度

SDGs未来都市
地方創生SDGs表彰

共創
官民連携プラットフォーム

DAOの活用

目的

SDGsを原動力とした地方創生の推進

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGs基本的な考え方(仮称)

① 地方創生SDGsと政府のSDGs推進

地方創生SDGsの重要性

政府の総合戦略における地方創生SDGsの位置づけ

(スライド7) ②
多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsを通じた自律的好循環の
形成

(スライド10-18) ③ 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法

自律的好循環の形成に向けた各ステークホルダー(産官学金労言士)の役割

産官学金労言士の連携による地方創生SDGsへのアプローチ例

地方創生SDGsへのアプローチ例を踏まえた共通インプリケーション

(スライド20-36) ④ 地方創生SDGsの取組を支えるための施策

官民連携プラットフォーム

SDGs未来都市

ふるさと納税

クラウドファンディング

企業版ふるさと納税

インパクト投資

J-クレジット

DAOによるコミュニティ形成
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議事

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの基本的な考え方の策定に向けて

1. 基本的な考え方の構成案及び地方創生SDGsの全体像

2. 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法

3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策
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③においては、地方創生SDGsの主なプレイヤーと好事例を踏まえた各主体によるアプローチ方法を示すことを想定しております。ま
た、各事例から得られる共通の示唆も示すことで、より参考となる形で公表します。

2. 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法

中企庁ロー
カルゼブラ研
究会基本
指針を参照

これまでに
作成した各
施策

官民PF
地方創生
2.0総合戦

略

宣言・登
録・認証制

度

地方創生
SDGs表彰

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの全体像

アプローチ

幅広いステークホルダーが関与した取組による
“自律的好循環の形成”

具体的な施策

資金
ふるさと納税
インパクト投資

クラウドファンディング
Jクレジット

認証
宣言・登録・認証制度

SDGs未来都市
地方創生SDGs表彰

共創
官民連携プラットフォーム

DAOの活用

目的

SDGsを原動力とした地方創生の推進

地方創生2.0総合戦略

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの全体像

アプローチ

幅広いステークホルダーが関与した取組による
“自律的好循環の形成”

具体的な施策

資金
ふるさと納税
インパクト投資

クラウドファンディング
Jクレジット

認証
宣言・登録・認証制度

SDGs未来都市
地方創生SDGs表彰

共創
官民連携プラットフォーム

DAOの活用

目的

SDGsを原動力とした地方創生の推進

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGs基本的な考え方(仮称)

① 地方創生SDGsと政府のSDGs推進

地方創生SDGsの重要性

政府の総合戦略における地方創生SDGsの位置づけ

(スライド7) ②
多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsを通じた自律的好循環の
形成

(スライド10-18) ③ 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法

自律的好循環の形成に向けた各ステークホルダー(産官学金労言士)の役割

産官学金労言士の連携による地方創生SDGsへのアプローチ例

地方創生SDGsへのアプローチ例を踏まえた共通インプリケーション

(スライド20-36) ④ 地方創生SDGsの取組を支えるための施策

官民連携プラットフォーム

SDGs未来都市

ふるさと納税

クラウドファンディング

企業版ふるさと納税

インパクト投資

J-クレジット

DAOによるコミュニティ形成
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2. 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法 – 産官学金労言士の各プレイヤーの役割

産

主に企業を指し、企業が技術・ノウハウを活用し、地域課題をビジネス機会に転換。全てのステークホルダーがメリッ
トを享受できる仕組みを構築し、ESG・SDGsの観点を踏まえた持続可能なビジネスモデルを形成する。また、産
業間連携を強化し、イノベーションを推進する。さらに、地域ビジネスの戦略を策定し、雇用の創出や地域内での経
済循環を促進する。また、地域外の企業が外部の視点から地方創生SDGsに取り組み、知見や新たな気づき、
資源を提供することで、地域との協働を強化する役割も担う

地方創生SDGsにおける各主体の主な役割例 更新版

※委員の皆様のご意見を踏まえ更新

官

学

金

主に地方公共団体を指し、事務局機能、政策設計、資源配分、プレイヤー育成を担う。まず、地方公共団体は
ありたい姿及び政策課題に関するロードマップやKPIを明確に示し、様々なステークホルダーの参画を促進する。さら
に、旗振り役として取組の方向性を共有し、官公庁との連携を強化することで、地域全体の推進力を高める。加え
て、賛同者や協力者(フォロワー)を増やし、事務局機能を担う人材を育成することで、取組を円滑に進める役割も
果たす

主に小学校から大学・大学院等を指し、知の拠点としてデータ分析・エビデンス提供を推進。また、地域のコミュニ
ティ及び地域課題解決の拠点として、若手人材の育成や政策提言、地域住民との関わりを通じた地域への
SDGs活動の意義の周知・浸透を図る

主に地方銀行、信用金庫、信用組合などを指し、地域経済の資金循環を支える中核的な存在である。中小企
業や地域プロジェクトへの投融資やコンサルティングを通じて経済活性化を促進し、資金提供に加えてリスクマネジメ
ント、事業伴走支援、インパクト投資を推進する。さらに、金融を軸に中小企業の事業化を支援するだけでなく、
自らリスクを取り、事業にも積極的に関与することで、地域の持続的な成長に貢献する役割を果たす
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2. 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法 – 産官学金労言士の各プレイヤーの役割

労

主に企業の従業員、自治体の職員、および地域金融機関の行員・職員を指し、労働を通じて得た収入を当該地
域で消費すること及び、従業員等に対する自社のSDGs活動の意義の浸透を通じて、地域経済の活性化に寄与。
また、労働者の権利保護や女性・若者が地域の主体となるような施策を通じ、地域の持続可能な労働力基盤と
安定した雇用の場を形成

地方創生SDGsにおける各主体の主な役割例 更新版

※委員の皆様のご意見を踏まえ更新

言

士

主にテレビ・ラジオの放送局、新聞社、出版社などを指し、地方創生SDGsに関する取組事例を発信することで、
企業への参考情報を提供し、地域社会や住民に対してSDGsの意義や考え方を周知することで、シビックプライド
を醸成。また、地域の魅力を全国的な視点から見出し、ストーリーテリングによって地域ブランドを強化することも重
要である。さらに、個人レベルでも情報発信を担い、日常的な発信を通じて地域の取組を広げる役割も果たすこと
で、単発的な取組にとどまらず、長期的かつ広範な影響を地域全体に及ぼす

主に士業や師業を指し、地域課題に対して専門家の立場から、地域事業者による事業の制度設計、リスク評価、
継続性の確保などを支援し、地域経済の安定化と共創に貢献する。また、事業推進におけるボトルネックを解消し、
産業に近い立場から情報提供を行うことで、実務的な課題解決を後押しする。さらに、産と官の橋渡し役として、
両者の連携を円滑にし、地域全体の取組を強化する役割を果たす
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2. 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法 – 産官学金労言士の各プレイヤーの役割

•リーダー育成
•DX推進
•資金提供・金融支援
•事業伴走・コンサルティング
•政策設計・制度整備
•情報発信・広報
•地域ブランド強化
•人材育成（専門・地域）
•イノベーション創出・産業連携
•ボトルネック解消・橋渡し
•雇用創出・経済循環
•シビックプライド醸成
•外部企業との連携・オープンイノベーション
•リスクマネジメント
•インパクト投資推進
•教育・研修プログラム提供
•地域課題の見える化（データ活用）
•長期的な取組の継続性確保
•ガバナンス・透明性の担保

テーマ 項目名 産 官 学 金 労 言 士

脱炭素・環境資源循環

脱炭素・環境資源管理 ◎ ◎ □ □ △ □ ◎

地域エネルギー・再エネ導入 ◎ ◎ □ □ △ □ □

資金循環・金融支援 □ □ □ ◎ △ △ ◎

資源循環・廃棄物削減 ◎ ◎ □ □ △ ◎ □

地域循環共生圏形成 □ ◎ ◎ □ □ ◎ □

調達・サプライチェーン改革（ESG購買） ◎ □ □ ◎ △ □ □

人材・雇用・リスキリング

人材育成・リスキリング ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ □

働き方・雇用創出 ◎ ◎ □ □ ◎ ◎ □

地域福祉・包括ケア・教育連携 □ ◎ ◎ △ ◎ ◎ □

関係人口・移住促進・地域間連携 □ ◎ □ □ □ ◎ □

キャリア教育・地域志向教育 □ □ ◎ △ ◎ ◎ □

人材マッチング・地域雇用ネットワーク ◎ ◎ □ □ ◎ □ □

包摂的雇用・多様性推進 □ ◎ □ △ ◎ ◎ □

金融・地域経済循環

ビジネス構築・事業化 ◎ ◎ ◎ ◎ □ ◎ ◎

地方創生SDGs金融 ◎ ◎ □ ◎ △ △ □

制度・政策設計 □ ◎ □ □ △ △ ◎

データ収集・課題分析 □ ◎ ◎ □ △ □ △

モニタリング・評価・改善 □ ◎ ◎ □ △ □ ◎

公共調達・補助金連携 □ ◎ □ □ △ □ □

金融教育・リテラシー向上 □ □ ◎ ◎ □ ◎ □

地域DX・共創・文化観光

官民データ連携・プラットフォーム構築 ◎ ◎ ◎ □ △ □ □

デジタル化・スマート化 ◎ ◎ ◎ □ △ □ □

情報発信・ブランド化 ◎ ◎ □ □ △ ◎ △

文化・観光・地域資産の活用 ◎ ◎ □ □ △ ◎ □

国際連携・海外展開 ◎ □ □ □ △ ◎ □

ビジョン・戦略策定 □ ◎ ◎ □ △ □ ◎

コミュニティ・住民参画 □ ◎ □ □ □ ◎ □

ガバナンス・コンプライアンス確保 □ ◎ □ □ △ □ ◎

◎（主導）／□（協働）／△（支援）

項目名は半分
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2. 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法 – アプローチ例

#
都道府県
市町村

事例名 基本的な考え方におけるタイトル名

1 佐賀県 SAGA COLLECTIVE 佐賀県の地場産業12社の連携によるカーボンニュートラルとブランド化の取組

2
埼玉県
秩父市

シビックプライドの醸成 漫画作成を通じた地域の魅力発見とシビックプライドの醸成

3
宮崎県
新富町

地元農産物の
ブランド化と人材育成

地域商社こゆ財団のふるさと納税や農業支援を通じた地域経済を循環させる取組

4
大分県国東市
山口県長門市
富山県朝日町

ウニノミクス ウニの陸上畜養を通じた磯焼け対策と地域経済の活性化

5 沖縄県 カリーファンド 沖縄県発のファンドによる社会課題解決型スタートアップへのインパクト投資

6
長崎県
対馬市

マリンリビングラボ 対馬の海洋問題の解決及び事業化に向けた取組

7
兵庫県
豊岡市

豊岡スマートコミュニティ 福祉・交通・データ活用で暮らしを支える、共創型まちづくり

8
北海道
浦幌町

うらほろ楽舎 若者や女性を中心に、教育・交流を通じた地域人材育成とまちづくり

9
兵庫県
但馬地域

但馬を結んで育つ会 広域連携による医療・介護・福祉の切れ目ないサービス提供

10
佐賀県
鹿島市

鹿島モデル 持続的なパートナーシップ形成による干潟・森林・里山の保全と地域経済の活性化

※本資料の最後に事例集を掲載しております

令和7年度調査・研究会におけるヒアリング事例は以下となります。次頁以降で当該事例を類型化することで、他の団体への横展
開に繋げることを想定しております
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2. 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法 – 事例を踏まえた共通インプリケーション

第7回以降

委員からのキーワードを踏まえたパスの在り方を考え
る

キーワードを一覧化してお示しすることで、そのパスを
考える際のヒントとする

スタートアップの活用
ウェルビーイング

事務局機能の育成
行動規範・ルールの作成

議論の場の提供
フォロワー

ＳＮＳ、インフルエンサー

第6回

見落とすべきでない視点・機能

DAO KPIの公表 課題の対外的なアピール手法
(ex.聖地化)

エコシステムの形成にあたって活用が期待される機能

各キーワードに対する説明、解説

機能の役割

表形式

以下は10事例から見えるインプリケーションと委員の皆様よりいただいたインプリケーションを抜き出しております

# 10事例から見えるインプリケーション 効果

1 KPIの公表、ビジョンの共有 ステークホルダーとの信頼と協働が促進される

2 課題の対外的なアピール(ex. 聖地化) 地域の認知度向上及びステークホルダーの巻き込みにつながる

3 中間支援機能 多様な主体間の連携が円滑化し、取組の発展のきっかけとなる

4 ビジネスモデルの構築、構造化 収益性の高い仕組みが確立されることで持続性が高まる

5 DX(ex. DAOの活用等) データ活用による効率化と新しい事業へと繋がる

6 外部の視点の導入(地域資源の価値付け) 地域資源の再評価により新たな市場機会が創出される

7 内部向けの発信 地域住民の理解と参加意欲が高まり、取組の基盤が強化される

8 脱炭素化 環境負荷低減と持続可能な地域経済の構築が進む

9 協同組合の組成 地域内の事業者が連携し、交渉力と事業規模が拡大する

10 キーマン、旗振り役 プロジェクト推進力が高まり、意思決定のスピードが向上する

11 スタートアップの活用 イノベーションが地域課題解決に直結し、新産業が育成される

12 地域特性に応じた企業技術の全国展開 技術が広域で活用され、地域経済のプレゼンスが強化される

# 委員の皆様よりいただいたインプリケーション 効果

13 ウェルビーイング 地域住民の幸福度向上により定住促進と社会的活力が高まる

14 事務局機能の育成 プロジェクト運営の効率化と継続性が確保される

15 行動規範・ルールの作成 合意形成が円滑化し、トラブル防止と信頼性が向上する

16 議論の場の提供 多様な意見の集約により政策や事業の質が向上する

17 フォロワーの獲得 地域の認知度と支持が拡大することで取組が推進する

18 コレクティブアクション型リーダーの育成 地域課題解決を牽引する人材が増え、新事業へと繋がる

19 ファシリテーターの育成 対話と協働が促進され、合意形成のスピードが向上する

20 SNS、インフルエンサーの活用 地域の魅力が広範に拡散され、観光や移住の促進につながる

21 金融機関の事業会社化(その他機関も同様) 地域資金の循環が強化され、投資や新事業創出が加速する
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2. 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法 – 事例を踏まえた共通インプリケーション

産
官

産

①ウニノミクス

新技術が起点となって、産が主導で行った事例

産〇 が起点となって、

②Jクレジットが起点

官が起点となった事例

類型 プロセス

ウニノミクス
全国の自治体

技術の全国展開
漁協、漁師

産

ウニノミクス

ウニの捕獲・提供 ウニの陸上畜養
販売

学

アウトカム

• 藻場の再生

• 地域経済の活性化

金

出資

地元企業

ファシリテーター

ネットワーク提供

ノウハウ提供

研究機関

産

民

飲食店

消費者

• カーボンニュートラルの
達成

• 地域経済の活性化

• 地場産業のブランド
力向上

産

地元企業1社(キーマン)

協同組合の組成

産

地元企業群

脱炭素化の取組 / 販売

産

クレジット創出

地元自然管理団体

金

販路開拓

佐賀銀行

学

連携

大学等

官

自治体

• 官民連携によるサー
ビス共創モデルの確
立

• デジタル化の推進

産

トヨタ・モビリティ
基金

提案

金

但馬信用金庫

プロジェクト組成 地域主体の運営
地域課題の解決

官

豊岡市

民

地域住民

ウ
ニ
ノ
ミ
ク
ス

S
A

G
A

 
C

O
L
L
E
C

T
I
V

E

豊
岡
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

産
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
取
組

ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
型

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
型

産

民

飲食店

消費者

共同研究

：共通インプリケーション ：活用施策(本資料20頁以降参照)

ふるさと納税
(企業・個人)

ふるさと納税

ビジネスモデル構築

課題の発信

ビジョンの共有

DX
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2. 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法 – 事例を踏まえた共通インプリケーション

①ウニノミクス

新技術が起点となって、産が主導で行った事例

産〇 が起点となって、

②Jクレジットが起点

官が起点となった事例

類型 プロセス アウトカム

ファシリテーター

ネットワーク提供

ノウハウ提供

• 農業関連事業の創
出

• 農作物のブランド化

• 課題の認知度向上
及び協働意識の醸
成

• ビジネスモデルの構築
による地域課題の解
決

官

新富町・キーマン

観光協会の改組
(ビジョンの共有)

産

こゆ財団

農業技術支援
産

農家・スタートアップ

金

VC

連携

スタートアップ支援・インパクト投資

官

対馬市・キーマン

課題の発信

学

事業構想大学院大学

課題の共有 プロジェクト組成
ビジネスモデル構築

産

サラヤ株式会社
産

パートナー

官

学

金 課題の聖地化
課題解決

民

理解・フォロワー

地域住民

高付加価値商品
民

地域住民・消費者

こ
ゆ
財
団

対
馬

マ
リ
ン
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ

鹿
島
モ
デ
ル

• 地域課題・KPIの明示
によるステークホルダー
の巻き込み

• 干潟保全を中心とした
地域課題の解決

官

鹿島市・キーマン

課題意識
地域課題・KPIの明示

産

パートナー企業

プロジェクト組成 地域課題の解決
地域経済の活性化

金

佐賀銀行

言

佐賀新聞

民

地域住民

官
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
取
組

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
型

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

DAOの活用

ふるさと納税
(企業・個人)

SDGs未来都市

SDGs未来都市

ふるさと納税(企業)

DX

内部向けの発信
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2. 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法 – 事例を踏まえた共通インプリケーション

①ウニノミクス

新技術が起点となって、産が主導で行った事例

産〇 が起点となって、

②Jクレジットが起点

官が起点となった事例

類型 プロセス アウトカム

• 女性や若者を中心と
したまちづくりを実施
することで若者が戻る
流れを形成

ファシリテーター

ネットワーク提供

ノウハウ提供

分類が増えたときには定義も記載

• 広域連携による切れ
目のない医療サービ
スの提供

民

先生・PTA・町民

課題意識
ビジョンの共有

産

みらいRITA

プロジェクト組成 地域主体の運営
地域課題の解決

官

浦幌町

金

資金支援

シャネル財団
学

小中学校

士

医師(キーマン)

課題意識
プロジェクト組成
ビジョンの共有

民

地域住民

医療サービス
産

病院・医療施設

金

支援

但馬信用金庫
官

各自治体

民

地域住民

金

カリーファンド

産

社会変革推進財団

休眠預金

インパクト投資
産

地元企業・スタートアップ

金

琉球銀行等組合員

出資

• 資金調達が難しかっ
た分野への投資が実
現

但
馬
を
結
ん
で
育
つ
会

カ
リ
ー
フ
ァ
ン
ド

十
勝
う
ら
ほ
ろ
楽
舎

産
官
以
外
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
取
組

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
型

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

言
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

読売広告社

提案

学

日本女子大学

プロジェクト組成 外部の視点の導入
地域の魅力発見

官

• シビックプライドの醸成

• 関係人口創出

産

西武鉄道秩父市

言

読売広告社

官

秩父市

課題認識

漫画の製作・普及

民

地域住民

普及支援

ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
型

ふるさと納税(企業・個人)

クラウドファンディング

技術の展開 内部向けの発信

産

社会変革推進財団

休眠預金
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議事

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの基本的な考え方の策定に向けて

1. 基本的な考え方の構成案及び地方創生SDGsの全体像

2. 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法

3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策
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④においては、地方創生SDGsの取組を支えるための具体的な施策を示すことを想定しております

3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策

中企庁ロー
カルゼブラ研
究会基本
指針を参照多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの全体像

アプローチ

幅広いステークホルダーが関与した取組による
“自律的好循環の形成”

具体的な施策

資金
ふるさと納税
インパクト投資

クラウドファンディング
Jクレジット

認証
宣言・登録・認証制度

SDGs未来都市
地方創生SDGs表彰

共創
官民連携プラットフォーム

DAOの活用

目的

SDGsを原動力とした地方創生の推進

地方創生2.0総合戦略

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsの全体像

アプローチ

幅広いステークホルダーが関与した取組による
“自律的好循環の形成”

具体的な施策

資金
ふるさと納税
インパクト投資

クラウドファンディング
Jクレジット

認証
宣言・登録・認証制度

SDGs未来都市
地方創生SDGs表彰

共創
官民連携プラットフォーム

DAOの活用

目的

SDGsを原動力とした地方創生の推進

多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGs基本的な考え方(仮称)

① 地方創生SDGsと政府のSDGs推進

地方創生SDGsの重要性

政府の総合戦略における地方創生SDGsの位置づけ

(スライド7) ②
多様なステークホルダーの参画による地方創生SDGsを通じた自律的好循環の
形成

(スライド10-18) ③ 地方創生SDGsの主なプレイヤーとアプローチ方法

自律的好循環の形成に向けた各ステークホルダー(産官学金労言士)の役割

産官学金労言士の連携による地方創生SDGsへのアプローチ例

地方創生SDGsへのアプローチ例を踏まえた共通インプリケーション

(スライド20-36) ④ 地方創生SDGsの取組を支えるための施策

官民連携プラットフォーム

SDGs未来都市

ふるさと納税

クラウドファンディング

企業版ふるさと納税

インパクト投資

J-クレジット

DAOによるコミュニティ形成
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3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策 - ①官民連携プラットフォーム
地方創生SDGs官民連携プラットフォーム ｜地方創生SDGs・地方創生
SDGs官民連携プラットフォーム・「環境未来都市」構想（内閣府）

地方創生SDGs官民連携プラットフォームとは｜地方創生SDGs官民連携プラットフォー
ム（内閣府）

地方自治体が地域課題を解決し、持続可能なまちづくりを実現するためには、民間企業・団体との協力が不可欠です。パートナー
シップ促進やイノベーションの加速に向けた地方自治体と民間のマッチングの場として、官民連携プラットフォームが設置されています。

地方公共団体等
会員

民間企業等会員プラットフォーム
運営事務局

官民連携プラットフォームによるマッチングの仕組み

①作成・提出 ②情報共有

マッチング
リクエストシート

メルマガ/

WEBサイト

マッチングリクエストシート
内容確認

マッチング提案シート
内容確認 ③作成・提出④提案受領連絡

マッチング提案シート
プラットフォーム

WEBサイトに掲載
（希望箇所のみ）

◼ 分科会とは、プラットフォーム会員に共通する課題の検討、
知見の共有、取組の具体化を進め、異分野連携・官民
連携による、地方創生に繋がる新事業の創出を目指す
ための場である

◼ プラットフォームの会員は、分科会への参加だけでなく、
新たな分科会の設置を提案することが出来る

分科会の設置 普及促進活動

◼ 会員が主催するイベント等の情報をメールマガジン等で
発信・受信することが可能

参考：内閣府｜SDGs官民連携プラットフォーム

https://future-city.go.jp/platform/
https://future-city.go.jp/platform/
https://future-city.go.jp/platform/
https://future-city.go.jp/platform/
https://future-city.go.jp/platform/
https://future-city.go.jp/platform/
https://future-city.go.jp/platform/
https://future-city.go.jp/platform/
https://future-city.go.jp/platform/about/
https://future-city.go.jp/platform/about/
https://future-city.go.jp/platform/about/
https://future-city.go.jp/platform/about/
https://future-city.go.jp/platform/about/
https://future-city.go.jp/platform/about/
https://future-city.go.jp/platform/
https://future-city.go.jp/platform/
https://future-city.go.jp/platform/
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◼ 官民連携イメージ

3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策 - ①官民連携プラットフォーム
うんな中学生による地域課題解決プロジェクト”ＵＮ
ＮＡ魂” (沖縄県恩納村 × 株式会社九州教育研
修センター) | 官民連携事例

事例または団体名 都道府県 URL

民間主導の産学官民地域創生サテライト放送室プロジェクト 福岡県 民間主導の産学官民地域創生サテライト放送室プロジェクト

学校と社会人をつなぐ「ゲストティーチャーマッチングサイト」 奈良県 学校と社会人をつなぐ「ゲストティーチャーマッチングサイト」

予約制駐車場による第７５回諏訪湖祭湖上花火大会の交通課題改善 長野県 予約制駐車場による第７５回諏訪湖祭湖上花火大会の交通課題改善

その他のプラットフォーム活用事例

◼ 恩納村立うんな中学生による地域課題解決プロジェクト”UNNA魂”

連
携

成
果

沖縄県恩納村 寄附企業

◼ うんな中学生との文化交流
◼ 特産品・農産物を使った商品開発
◼ 開発商品のPRと販売

沖縄県恩納村の課題解決の取り組み

寄附

恩納村立うんな中学校

参考：内閣府｜官民連携事例

https://match.future-city.go.jp/pages/platform/h301/2300053?_gl=1*zyw27g*_ga*MjA5ODQyNTczOC4xNjk0NzcwNjc4*_ga_4NW9MMEQSZ*MTcwMzIzNjc1OC4yOS4wLjE3MDMyMzY3NTguMC4wLjA
https://match.future-city.go.jp/pages/platform/h301/2300053?_gl=1*zyw27g*_ga*MjA5ODQyNTczOC4xNjk0NzcwNjc4*_ga_4NW9MMEQSZ*MTcwMzIzNjc1OC4yOS4wLjE3MDMyMzY3NTguMC4wLjA
https://match.future-city.go.jp/pages/platform/h301/2300053?_gl=1*zyw27g*_ga*MjA5ODQyNTczOC4xNjk0NzcwNjc4*_ga_4NW9MMEQSZ*MTcwMzIzNjc1OC4yOS4wLjE3MDMyMzY3NTguMC4wLjA
https://match.future-city.go.jp/pages/platform/h301/2300053?_gl=1*zyw27g*_ga*MjA5ODQyNTczOC4xNjk0NzcwNjc4*_ga_4NW9MMEQSZ*MTcwMzIzNjc1OC4yOS4wLjE3MDMyMzY3NTguMC4wLjA
https://match.future-city.go.jp/pages/platform/h301/2300053?_gl=1*zyw27g*_ga*MjA5ODQyNTczOC4xNjk0NzcwNjc4*_ga_4NW9MMEQSZ*MTcwMzIzNjc1OC4yOS4wLjE3MDMyMzY3NTguMC4wLjA
https://match.future-city.go.jp/pages/platform/h301/2300053?_gl=1*zyw27g*_ga*MjA5ODQyNTczOC4xNjk0NzcwNjc4*_ga_4NW9MMEQSZ*MTcwMzIzNjc1OC4yOS4wLjE3MDMyMzY3NTguMC4wLjA
https://match.future-city.go.jp/pages/platform/h301/2300053?_gl=1*zyw27g*_ga*MjA5ODQyNTczOC4xNjk0NzcwNjc4*_ga_4NW9MMEQSZ*MTcwMzIzNjc1OC4yOS4wLjE3MDMyMzY3NTguMC4wLjA
https://match.future-city.go.jp/pages/platform/h301/2300053?_gl=1*zyw27g*_ga*MjA5ODQyNTczOC4xNjk0NzcwNjc4*_ga_4NW9MMEQSZ*MTcwMzIzNjc1OC4yOS4wLjE3MDMyMzY3NTguMC4wLjA
https://match.future-city.go.jp/pages/platform/h301/2300053?_gl=1*zyw27g*_ga*MjA5ODQyNTczOC4xNjk0NzcwNjc4*_ga_4NW9MMEQSZ*MTcwMzIzNjc1OC4yOS4wLjE3MDMyMzY3NTguMC4wLjA
https://match.future-city.go.jp/pages/platform/h301/2300034
https://match.future-city.go.jp/pages/platform/h301/2300037
https://match.future-city.go.jp/pages/platform/h301/2300054
https://match.future-city.go.jp/pages/platform/h301/2300053?_gl=1*zyw27g*_ga*MjA5ODQyNTczOC4xNjk0NzcwNjc4*_ga_4NW9MMEQSZ*MTcwMzIzNjc1OC4yOS4wLjE3MDMyMzY3NTguMC4wLjA
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3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策 - ②SDGs未来都市

地方創生SDGs・SDGs未来都市・自治体SDGsモデル事業 - 地
方創生推進事務局

Microsoft PowerPoint - 140317_制度の概要_rev1.pptx

SDGs未来都市とは？環境モデル都市、環境未来都市についても解説

「SDGs未来都市」は、地方自治体が経済・社会・環境の三側面の課題に統合的に取り組み、持続可能なまちづくりを通じて地
方創生を推進することを目的としています。内閣府が選定したプロジェクトは国からの補助金を受けることができます

民間企業 国自治体

SDGs未来都市での各団体の役割

計画策定・
事業実施の連携

◼ 自治体の「SDGs未来都市
計画」策定に協力

◼ 専門的知見、技術、資金等
を提供

◼ 選定後、連携パートナーとして
事業に参画

◼ 事業を通じた地域課題解決と
経済活動の両立

◼ 企業等と連携し「SDGs未来
都市計画」を策定

◼ 策定した計画を国に提案・申
請

◼ 選定後、計画に基づき官民
連携事業を推進

◼ 国への進捗・成果報告

◼ 「SDGs未来都市」制度の設
計・公募実施

◼ 自治体からの提案計画を評
価・選定

◼ 選定団体への財政支援（補
助金等）

◼ 成功事例の収集と全国への
横展開支援

SDGs未来都市
計画の提案・申請

公募・方針提示
→ 選定・支援

SDGs未来都市に選定されるメリット

①資金的支援

「SDGs未来都市計画」に基づく事業は、新
地創交付金の優先的な資金的支援の対象
となる

②豊富なフォローアップ

自治体SDGs推進評価・調査検討会による
フォローアップ（助言・支援）を受けることがで
きる

③横断的な支援

自治体ＳＤＧｓ推進関係省庁タスクフォー
スによる省庁横断的な支援（計画策定・事
業実施等）を受けることができる

参考：内閣府｜地方創生2.0

https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/miraitoshi.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/miraitoshi.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/miraitoshi.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/miraitoshi.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/miraitoshi.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/miraitoshi.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/miraitoshi.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/miraitoshi.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/miraitoshi.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/miraitoshi.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/pdf/kankyo_gaiyo.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/pdf/kankyo_gaiyo.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/pdf/kankyo_gaiyo.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/pdf/kankyo_gaiyo.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/pdf/kankyo_gaiyo.pdf
https://gooddo.jp/magazine/sdgs_2030/3504/
https://gooddo.jp/magazine/sdgs_2030/3504/
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/teian/sdgs_2025sentei.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/teian/sdgs_2025sentei.html
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3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策 - ②SDGs未来都市

SDGs11「住み続けられるまちづくりを」の日本の現状や日本の取り組み事例を紹
介！ - Spaceship Earth（スペースシップ・アース）｜SDGs・ESGの取り組み事
例から私たちにできる情報をすべての人に提供するメディア

福島県郡山市では、健康をキーワードに「経済」、「社会」、「環境」において、持続可能なまちづくりに向けた先導的取り組みを実施。
広域医療等の分析や健康寿命延伸対策により、快適な生活環境の確保等を進める。

参考：内閣府｜地方創生2.0

キーワード 関連都市数

普及啓発・情報発信 153

産官学金連携 125

脱炭素社会 118

教育・人材育成 112

＜取組課題＞
医療・健康産業の集積・信仰

～医療連携を核とした先進産業都市～

経済

◼ 産業イノベーション事業（産官学
金労言士の連携コーディネート、医工
連携事業化コンサルティング）

◼ 多彩な市民と共に歩む新たな農
業プロジェクト事業（アグリテック、農
福連携）

産業

農業

環境

温暖化対策 環境学習エネルギー

社会

◼ 保健所と地域が一体となった健康推進

◼ 産医官連携によるがん検診の受診促進、
糖尿病対策

◼ 簡易型磁気式食事歴法質問票による
実態調査・分析

◼ 科学的知見に基づき、プロが指導するス
ポーツを通じた健康づくり

医療・健康

スポーツ

＜取組課題＞
健康寿命の延伸、医療費の抑制
～みんなが健康、みんなが担い手～

「知の結節点」こおりやま
「全世代健康都市圏」創造事業

三側面をつなぐ統合的取組

「全世代健康都
市圏」の創造

「知の結節点」と
して「こおりやま
広域圏」に拡大

オープンデータを活
用した健康づくり・
生活習慣病予防
対策、広域医療の
分析（EBPM)

ICTを活用した科
学的根拠に基づく
保健指導による健
康寿命延伸対策
の推進（EBM）

＜取組課題＞
環境負荷の少ない快適な生活環境の確保
～良好な環境は成長・発展の源泉～

SDGs未来都市での主要キーワードと関連都市数

キーワード 関連都市数

登録・認証制度 94

再生可能エネルギー・省エネルギー 85

環境保全・生物多様性 83

新産業・プロジェクト創出 79

福島県郡山市の取組事例

https://spaceshipearth.jp/sdgs11/
https://spaceshipearth.jp/sdgs11/
https://spaceshipearth.jp/sdgs11/
https://spaceshipearth.jp/sdgs11/
https://spaceshipearth.jp/sdgs11/
https://spaceshipearth.jp/sdgs11/
https://spaceshipearth.jp/sdgs11/
https://spaceshipearth.jp/sdgs11/
https://spaceshipearth.jp/sdgs11/
https://spaceshipearth.jp/sdgs11/
https://spaceshipearth.jp/sdgs11/
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/teian/sdgs_2025sentei.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/teian/sdgs_2025sentei.html
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3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策 - ③クラウドファンディングPF
【 第６回想定議事 】
（１１月下旬）
・各地域の地方創生
SDGs推進に向けて活
用が期待される施策と活
用のポイント
≪資料イメージ≫
⇒以下の各施策・ツール
について、（自治体職員
の皆様に検討いただく際
に参照し得る参考資料と
して簡便なイメージで）
それぞれ２枚程度の概
要として、活用のポイン
ト・効果を含め、適宜まと
める。

総務省｜ふるさと納税のしくみ｜税金の控
除について

自治体担当者様必見！ふるさと納税は寄附額最
大化がゴールではない！寄附者との関係構築が創
る未来 | EC・ネット通販を中心とした物販ビジネス
専門メディア 「コマースピック」

ふるさと納税の仕組み

ふるさと納税サイトによる寄付
独自ECサイトによる寄付

寄付者 ふるさと納税先自治体

住所地市区町村税務署

確定申告 所得税控除

返礼品

住民税控除

申告情報の共有

自治体 事業者

① 地域資源の棚卸 自社製品の棚卸と提案準備

② 返礼品の選定と事業者募集 自治体への参加申請・協議

③
ポータルサイトの選定
独自サイトの構築

契約締結・出品準備

④ 寄付受付・管理体制の整備 受注・発送体制の構築

⑤ PR・広報活動 継続的な改善と新商品開発

項目 メリット

自
治
体

財源の確保 地域課題の解決や公共サービスの充実化

地域のブランディング 特産品や文化を全国に発信し、地域の認知度向上

関係人口の創出 地域への関心が増加し、観光や移住に繋がる可能性

地域経済活性化 雇用や売上の増加による地域活性化

官民連携の促進 事業者やNPOとの協働による地域課題への対応

SDGsの推進 教育・福祉・環境等、持続可能なまちづくりに貢献

事
業
者

販路拡大 新たな顧客層の獲得

ブランド力向上 地域の代表企業として、信頼性や認知度向上

売上増加 返礼品としての安定した受注

商品開発の機会 寄付者の声を反映した新たな商品開発

地域貢献 自治体と連携して地域活性化に貢献

CSR・SDGs活動 社会的責任を果たす企業としての評価

ふるさと納税の構築方法とメリット

ふるさと納税制度構築の流れ

ふるさと納税による自治体と企業のメリット

参考：総務省｜ふるさと納税のしくみ

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/furusato/mechanism/deduction.html
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/furusato/mechanism/deduction.html
https://www.commercepick.com/archives/23210
https://www.commercepick.com/archives/23210
https://www.commercepick.com/archives/23210
https://www.commercepick.com/archives/23210
https://www.commercepick.com/archives/23210
https://www.commercepick.com/archives/23210
https://www.commercepick.com/archives/23210
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/furusato/mechanism/deduction.html
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3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策 - ③クラウドファンディングPF

クラウドファンディングとは？仕組みや募
集のやり方、メリット・デメリットをわかり
やすく解説 | Credictionary for 

Business | 中小企業様・個人事業
主様向けお役立ちビジネスコラム

クラウドファンディングのやり方は？仕組みや種類についても解説
| 経営者から担当者にまで役立つバックオフィス基礎知識 | クラ
ウド会計ソフト freee

クラウドファンディングの仕組み

発案者

クラウドファンディングサイト

支援者

プロジェクト掲載

資金

支援

リターン

項目 実施内容

① 目的の明確化 地域活性化、商品開発、福祉支援等の目的を明確化

② プロジェクト設計 目標金額・期間、募集期間、リターンを設計する

③ プラットフォーム選定 各社プラットフォームまたは独自サイトを検討

④ コンテンツ作成 プロジェクトページの文章・構成製作

⑤ 審査・登録 プラットフォームや内部による審査

⑥ 公開・広報活動 プレスリリース、SNS等の活用による広報

クラウドファンディングの構築方法とメリット

クラウドファンディング構築の流れ

クラウドファンディング 株式 借入

調達先 支援者 個人・法人投資家 金融機関

資金上限 無 有 有

担保 不要 不要 必要

返済義務 無 なし(配当あり) 有

再挑戦 可 不可 可能

クラウドファンディングのメリット

カテゴリ 事例または団体名 都道府県 URL

ふるさと納税 ユキノチカラプロジェクト 岩手県西和賀町 ユキノチカラ［西和賀デザインプロジェクト］

ふるさと納税 こゆ財団 宮崎県新富町 地域商社こゆ財団

クラウドファンディング 田んぼアート 青森県田舎館村 田舎館村田んぼアートオフィシャルサイト

クラウドファンディング 神山まるごと高専 徳島県神山町 学校創りの歩み | 神山まるごと高専

ふるさと納税及びクラウドファンディング活用事例

https://www.saisoncard.co.jp/credictionary/financing/crowdfunding_109.html
https://www.saisoncard.co.jp/credictionary/financing/crowdfunding_109.html
https://www.saisoncard.co.jp/credictionary/financing/crowdfunding_109.html
https://www.saisoncard.co.jp/credictionary/financing/crowdfunding_109.html
https://www.saisoncard.co.jp/credictionary/financing/crowdfunding_109.html
https://www.saisoncard.co.jp/credictionary/financing/crowdfunding_109.html
https://www.saisoncard.co.jp/credictionary/financing/crowdfunding_109.html
https://www.saisoncard.co.jp/credictionary/financing/crowdfunding_109.html
https://www.saisoncard.co.jp/credictionary/financing/crowdfunding_109.html
https://www.freee.co.jp/kb/kb-launch/how-to-do-crowdfunding/
https://www.freee.co.jp/kb/kb-launch/how-to-do-crowdfunding/
https://www.freee.co.jp/kb/kb-launch/how-to-do-crowdfunding/
https://www.freee.co.jp/kb/kb-launch/how-to-do-crowdfunding/
https://www.freee.co.jp/kb/kb-launch/how-to-do-crowdfunding/
https://www.freee.co.jp/kb/kb-launch/how-to-do-crowdfunding/
https://www.freee.co.jp/kb/kb-launch/how-to-do-crowdfunding/
https://yukino-chikara.com/
https://koyu.miyazaki.jp/
http://www.inakadate-tanboart.net/
https://kamiyama.ac.jp/information/growth/
https://kamiyama.ac.jp/information/growth/
https://kamiyama.ac.jp/information/growth/
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2016年度に創設された企業版ふるさと納税は、企業が自治体の特定の事業に寄附をすると、損金算入3割に税額控除6割が追
加され実質負担が1割で寄付が行える仕組みです

3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策 - ④企業版ふるさと納税

企業版ふるさと納税対象事業特徴的な事例集 - 地方創生推進事務局

企業版ふるさと納税のポイント

プロジェクト名 都道府県 URL

コンパクトシティの推進加速化と地域資源エネルギー調査 北海道 企業版ふるさと納税

新生Jヴィレッジによる地方創生推進プロジェクト 福島県 企業版ふるさと納税

郷土の偉人渋沢栄一顕彰×継承プロジェクト 埼玉県 企業版ふるさと納税

東御市湯の丸高原魅力ジャンプ・アップ・プロジェクト 長野県 企業版ふるさと納税

コンビニと連携したベビーステーションの普及と母力応援プロジェクト 静岡県 企業版ふるさと納税

遊休農地を活かしたエゴマ栽培による地域活性化事業 島根県 企業版ふるさと納税

観光PR武将隊プロジェクト 鹿児島県 企業版ふるさと納税

企業版ふるさと納税の活用事例

損金算入
（約3割）

法人関係税からの税額控除
（約6割）

企業負担
（約1割）

通常の軽減効果

令和2年度以降の企業版ふるさと納税の軽減効果

寄付額

1,000万円寄附の例（最大900万円の法人関係税が軽減）

①法人住民税

◼ 寄附額の４割を税額控除
（法人住民税法人税割額の20％が上限）

②法人税

◼ 法人住民税で４割に達しない場合、その残額を税額
控除。ただし、寄附額の１割を限度
（法人税額の５％が上限）

③法人事業税

◼ 寄附額の２割を税額控除
（法人事業税額の20％が上限）

参考：内閣府｜企業版ふるさと納税対象事業特徴的な事例集

https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/jirei.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/jirei.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/jirei.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/jirei.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/pdf/03-01_R6jireisyu1.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/pdf/03-02_R6jireisyu2.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/pdf/03-03_R6jireisyu3.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/pdf/03-03_R6jireisyu3.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/pdf/03-04_R6jireisyu4.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/pdf/03-04_R6jireisyu4.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/pdf/03-06_R6jireisyu6.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/jirei.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/jirei.html
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企業版ふるさと納税の実施には自治体から国への「地域再生計画」提出が必要です。自治体は「地域再生計画」の提出にあたり、
議会の承認が必要です。申請企業様には前広なスケジュール設計をお願いしています

3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策 - ④企業版ふるさと納税
PowerPoint プレゼンテー
ション

企業版ふるさと納税の仕組み

RCF×企業版ふるさと納税｜
企業版ふるさと納税活用のご
相談はこちら

企業 地方公共団体 国

寄附の検討

寄附の払込み

税の申告手続

事業の企画立案

認定事業の公表

寄附の受入、
領収書の交付

地域再生計画の
作成・設定申請

事業の実施

地域再生計画の
審査・認定・公表

寄附の申請 申請

認定

寄附の払込み

寄附の支払い要請

領収書の交付

税の申告手続

寄附の依頼・相談

税務署
地方公共団体

参考：内閣府｜企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）について

◼ 1回当たり10万円以上の寄附が対象となります

◼ 寄附を行うことの代償として経済的な利益を受け取ることは禁止され
ています

◼ 本社が所在する地方公共団体への寄附は対象外です

◼ 以下の都道府県、市区町村への寄附については、本制度の対
象外です

i  地方交付税の不交付団体である都道府県

ii 地方交付税の不交付団体であって、その全域が地方拠
点強化税制の支援対象外地域とされている市区町村

企業版ふるさと納税の留意事項

https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/pdf/dai45/dai45kaiseidosetsumei.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/pdf/dai45/dai45kaiseidosetsumei.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/pdf/dai45/dai45kaiseidosetsumei.pdf
https://kifu.rcf311.com/
https://kifu.rcf311.com/
https://kifu.rcf311.com/
https://kifu.rcf311.com/
https://kifu.rcf311.com/
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/pdf/dai45/dai45kaiseidosetsumei.pdf
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インパクト投資は一定の収益性を確保しつつ、「社会・環境的効果(インパクト)」の実現を企図する投資手法です。
株式投資や債券投資、ファンド運用などの枠組みを使いながら、一般的な投資判断に加えて「社会的インパクト」を組み込みます

3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策 - ⑤インパクト投資

≪作成イメージ≫
⇒（※）インパクト投資の促進については、鹿島市の例と同様に、当初ＫＰＩ（目標）の設定と取組途中でのモニタリング・投資
家等への「報告」が必須であるため、以下の評価指標等のリストを参考として記載。
（以下中小企業庁基本指針本文のP43,44中「インパクト測定・マネジメント」も適宜ご参照ください）
中小企業庁:「地域課題解決事業推進に向けた基本指針」を策定しました

§「地方創生 SDGs 金融の推進に向けた基本的な考え方」（2024年３月）P49-52抜粋
（P49-50）「ロジックモデル」の詳細・「インパクト評価」の詳細もできれば上記の参考として記載。

「インパクト評価指標」の詳細
■地方創生ＳＤGs ローカル指標リスト
日本の地方公共団体が置かれている状況を加味し、SDGs に紐づいて国連統計委員会が
提案している約 230 の指標を内閣府において地方創生 SDGs の観点で指標化したリスト。
本ガイドラインの主たる読者である地方公共団体・地方事業者にとって利用しやすい指標と
なっている。各指標はあくまでも提案であり、最終的には各地方公共団体の施策目標、達成
目標の内容と照らし合わせて検討し、必要に応じ独自の指標を設定することが望ましい。
• 発行者：内閣府地方創生推進事務局自治体 SDGs 推進評価・調査検討会
• 主たる読者の想定：地方公共団体（地域事業者・地域金融機関も参照可能）
• 主な利用場面：インパクト指標の検討において、日本の地方公共団体の状況を踏まえ作
成された指標例として参照。既存の統計等でデータが入手可能な項目が多く、定量化ができ
る指標の検討においても有用。
• 主な記載内容（抜粋）
SDGs の各項目に対応する形で「ローカル指標（案）」を掲載。ただし、項目によっては継続
検討中のものもあり、あくまでも「提案」であることに留意が必要。
URL：https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/sonota/sdgs_shihyou_risuto_2.pdf

■地方創生 SDGs 取組達成度評価項目一覧
SDGs のターゲットを、「まち・ひと・しごと総合戦略」に関連付けて読み替えた評価項目。ローカ
ル指標と同様に、グローバルの考えである SDGs を、日本、並びに地方公共団体の文脈に合
わせて検討した内容となっている。指標ではなく「評価項目」として整理されているが、それを基
にインパクト指標を検討することが可能。
• 発行者：内閣府地方創生推進事務局 地方創生 SDGs 金融調査・研究会
• 主たる読者の想定：地方公共団体（地域事業者・地域金融機関も参照可能）
• 主な利用場面：インパクト指標の検討において、地方公共団体の状況を踏まえ作成された
指標例として参照。指標として参照すべきデータ等は「ローカル指標」に詳しいため、併せて参
照すると有効。
• 主な記載内容（抜粋）
ローカル指標同様、SDGs の各項目に対応する形で取組達成度評価項目を掲載。
URL：
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/pdf/sdgs_finance_evaluation_item.pd

■アウトカム指標データベース
全国で取組まれているインパクト評価で用いられている指標を集約、一覧化したサイト。分野、
もしくはステークホルダーでの絞り込みが可能で、キーワード検索も可能となっており、自身の取
組に関連した指標の事例を検索する際に有用。
• 発行者：SIMI（社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ）
• 主たる読者の想定：事業者
• 主な利用場面：インパクト指標の検討において、既存の取組における指標例として参照。検
索性も高く、自身の事業や取組が定まっている場合は活用しやすいと想定。
• 主な記載内容（抜粋）
次の分野での絞り込みが可能。 – スポーツ、ソーシャルキャピタル、ヘルスケア、ホームレス支援、
地域町づくり、子育て支援、就労支援、教育、文化芸術、環境教育、福祉（介護予防）、
防災
次のステークホルダーでの絞り込みが可能。 - イベントボランティア、こども、スポンサー、プログラム
参加者、ホームレス（元ホームレスを含む）、参加者周辺、地域・地域住民、家族、寄附先、
行政、親、高齢者
URL：https://simi.or.jp/tool/outcome_indicators_db

インパクト投資の仕組み

インパクト投資に必要な要件：①意図、②追加性、③特定・測定・管理、④新規性等の支援

投資家/金融機関 上場企業
スタートアップ等

①意図

◼ 投資が実現する効果と収
益性双方を明確化し、
戦略を策定

◼ 投資の負の効果も特定し
軽減を図る

②追加性

◼ 投資が行われない場合と
比べて、「効果」と「収益
性」 を創出・実現

◼ 資金面・非資金面での支
援の実施

③特定・測定・管理

◼ 客観性のある指標等を通
じ「効果」や「収益性」を定
量・定性的に測定・管理

◼ 投資先との継続的な対話
を通じ効果の実現を促進

④新規性の支援

◼ 市場や顧客に変化をもたらし又は加速し得る新規性・優位性を見出し支援

◼ 新規性・潜在性を引き出す対話を通じ、市場の開拓・創出・支持の実現につなげる

社会・環境的効果
（インパクト）

収益性

参考：金融庁｜インパクト投資（インパクトファイナンス）に関する基本的指針の概要

https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chisou.go.jp%2Ftiiki%2Fkankyo%2Fkaigi%2Fsonota%2Fsdgs_shihyou_risuto_2.pdf&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922312096%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8UPRUBGTobDaeezTroVj%2FFCOC4V25bhq3WKjuijjQ5Q%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chisou.go.jp%2Ftiiki%2Fkankyo%2Fkaigi%2Fpdf%2Fsdgs_finance_evaluation_item.pd&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922342192%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=jVGKo5PqD5gl9SiIHquaDNB9Vf5QJwhLfNGmdRguNIA%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fsimi.or.jp%2Ftool%2Foutcome_indicators_db&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922375171%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=XozSFDqIkpSJArxLHQVp8qt28F5kaJfGeZaY5tR5avo%3D&reserved=0
https://www.fsa.go.jp/singi/impact/siryou/20240329/04.pdf
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インパクト投資の活用事例

インパクト創出までの過程

都道府県 プロジェクトの特徴 URL

福岡市 福岡市でのインパクト・ボンドを活用した官民連携事例 地方創生事例集

例）障がい者を対象にしたスポーツ・レジャー機会の提供、バリアフリー/ジェンダーフリー施設・設備の整備、ユニバーサル対応の推進、健康増進や病気
予防を目的としたプログラムの提供

プロジェクト内容 アウトプット アウトカム インパクト

障がい者スポーツ振興のための
プロジェクト

活動例：

◼ スポーツ施設の整備（既存のス
ポーツ施設のバリアフリー化）

◼ 障がい者用スポーツ用具の開発・
製造・リース等

◼ 障がい者用スポーツ指導員の養
成

◼ 主に障がい者を対象としたスポー
ツイベント等の開催

障がい者向けスポーツ施設・用具の
提供、障がい者スポーツ指導員の養
成、障がい者スポーツイベントの開催

指標例：

◼ 障がい者がスポーツを実施可能
な施設の数

◼ 障がい者スポーツ用具の開発・
製造・リース等の数

◼ 障がい者スポーツ指導員の養成
数

◼ 障がい者スポーツイベント等の数

障がい者スポーツの振興
(対象者：障がい者)

指標例：

◼ 障がい者スポーツ人口

◼ 障がい者のスポーツ参加による満
足度

◼ 障がい者のスポーツ参加による健
康状態

障がい者スポーツを通じた地域等にお
ける障がい者への理解や関心の高まり
(対象者：障がい者を含む地域住民)

指標例：

◼ 障がい者スポーツイベントに参画
する地域住民の数

◼ 障がい者のスポーツに理解・関心
が深まった地域住民の数・割合

参考：金融庁｜ソーシャルプロジェクトの社会的な効果に係る指標等の例

健康・長寿の達成

共生社会の実現

https://www.chisou.go.jp/sousei/meeting/top_seminar/h29-01-13-haifu4.pdf
https://www.chisou.go.jp/sousei/meeting/top_seminar/h29-01-13-haifu4.pdf
https://www.fsa.go.jp/news/r4/singi/20220715/01.pdf
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≪作成イメージ≫
⇒（※）インパクト投資の促進については、鹿島市の例と同様に、当初ＫＰＩ（目標）の設定と取組途中でのモニタリング・投資
家等への「報告」が必須であるため、以下の評価指標等のリストを参考として記載。
（以下中小企業庁基本指針本文のP43,44中「インパクト測定・マネジメント」も適宜ご参照ください）
中小企業庁:「地域課題解決事業推進に向けた基本指針」を策定しました

§「地方創生 SDGs 金融の推進に向けた基本的な考え方」（2024年３月）P49-52抜粋
（P49-50）「ロジックモデル」の詳細・「インパクト評価」の詳細もできれば上記の参考として記載。

「インパクト評価指標」の詳細
■地方創生ＳＤGs ローカル指標リスト
日本の地方公共団体が置かれている状況を加味し、SDGs に紐づいて国連統計委員会が
提案している約 230 の指標を内閣府において地方創生 SDGs の観点で指標化したリスト。
本ガイドラインの主たる読者である地方公共団体・地方事業者にとって利用しやすい指標と
なっている。各指標はあくまでも提案であり、最終的には各地方公共団体の施策目標、達成
目標の内容と照らし合わせて検討し、必要に応じ独自の指標を設定することが望ましい。
• 発行者：内閣府地方創生推進事務局自治体 SDGs 推進評価・調査検討会
• 主たる読者の想定：地方公共団体（地域事業者・地域金融機関も参照可能）
• 主な利用場面：インパクト指標の検討において、日本の地方公共団体の状況を踏まえ作
成された指標例として参照。既存の統計等でデータが入手可能な項目が多く、定量化ができ
る指標の検討においても有用。
• 主な記載内容（抜粋）
SDGs の各項目に対応する形で「ローカル指標（案）」を掲載。ただし、項目によっては継続
検討中のものもあり、あくまでも「提案」であることに留意が必要。
URL：https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/sonota/sdgs_shihyou_risuto_2.pdf

■地方創生 SDGs 取組達成度評価項目一覧
SDGs のターゲットを、「まち・ひと・しごと総合戦略」に関連付けて読み替えた評価項目。ローカ
ル指標と同様に、グローバルの考えである SDGs を、日本、並びに地方公共団体の文脈に合
わせて検討した内容となっている。指標ではなく「評価項目」として整理されているが、それを基
にインパクト指標を検討することが可能。
• 発行者：内閣府地方創生推進事務局 地方創生 SDGs 金融調査・研究会
• 主たる読者の想定：地方公共団体（地域事業者・地域金融機関も参照可能）
• 主な利用場面：インパクト指標の検討において、地方公共団体の状況を踏まえ作成された
指標例として参照。指標として参照すべきデータ等は「ローカル指標」に詳しいため、併せて参
照すると有効。
• 主な記載内容（抜粋）
ローカル指標同様、SDGs の各項目に対応する形で取組達成度評価項目を掲載。
URL：
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/pdf/sdgs_finance_evaluation_item.pd

■アウトカム指標データベース
全国で取組まれているインパクト評価で用いられている指標を集約、一覧化したサイト。分野、
もしくはステークホルダーでの絞り込みが可能で、キーワード検索も可能となっており、自身の取
組に関連した指標の事例を検索する際に有用。
• 発行者：SIMI（社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ）
• 主たる読者の想定：事業者
• 主な利用場面：インパクト指標の検討において、既存の取組における指標例として参照。検
索性も高く、自身の事業や取組が定まっている場合は活用しやすいと想定。
• 主な記載内容（抜粋）
次の分野での絞り込みが可能。 – スポーツ、ソーシャルキャピタル、ヘルスケア、ホームレス支援、
地域町づくり、子育て支援、就労支援、教育、文化芸術、環境教育、福祉（介護予防）、
防災
次のステークホルダーでの絞り込みが可能。 - イベントボランティア、こども、スポンサー、プログラム
参加者、ホームレス（元ホームレスを含む）、参加者周辺、地域・地域住民、家族、寄附先、
行政、親、高齢者
URL：https://simi.or.jp/tool/outcome_indicators_db

# ステップ 企業・団体 投資家

① 課題・テーマの設定 自社の事業がどの課題に貢献するかを明確化 社会的・環境的課題を特定（例：教育格差、再生可能エネルギー）

② 投資方針の策定 資金調達の目的とインパクト目標を設定 インパクトとリターンのバランスを定義（例：IRR目標、SDGsとの整合性）

③ 投資先の選定・評価 投資家に対して事業内容・インパクト・財務情報を提示 インパクト評価指標（IRIS+など）や財務分析で候補を絞る

④ 契約・資金提供 資金を受け取り、事業を実行開始 投資契約を締結し、資金を提供（株式・債券・ファンドなど）

⑤ モニタリング・報告 KPIや成果指標に基づきインパクト報告書を提出 インパクトと財務の両面で定期的に評価・報告書を受ける

⑥ エグジット(回収) 投資家へのリターン提供と次の成長ステージへ IPO、M&A、配当、償還などでリターンを得る

インパクト投資の流れと評価指標(KPI)の例示

カテゴリ 概要 URL

基本方針 インパクトと収益の両立を目指す「ゼブラ」企業の方針 中小企業庁:「地域課題解決事業推進に向けた基本指針」を策定しました

評価指標(KPI) SDGsにおける地方創生や社会課題解決のKPIの方針 地方創生SDGsローカル指標リスト

評価項目 SDGsにおける地方創生や社会課題解決のKPIのリスト 地方創生SDGs取組達成度評価項目一覧

インパクト 社会・環境的効果(インパクト)の測定方法 SIMI 社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ

民間基金 インパクト投資民間財団「社会変革推進財団(SIIF)」 インパクト投資の国内外の最新動向

事例 福岡市でのインパクト・ボンドを活用した官民連携事例 地方創生事例集

インパクト投資に係る参考資料

評価指標(KPI) 例

CO2排出削減量 再エネ導入により年間10,000トン削減

再エネ導入容量 太陽光・風力発電により50MW追加

エネルギー効率改善率 高効率ボイラー導入により工場のエネルギー効率を15%改善

廃棄物削減量 リサイクル率向上により年間1,000トンの廃棄物削減

評価指標(KPI) 例

水使用量削減 循環水利用システム導入により年間500,000m³の節水

森林保全面積 J-クレジット森林プロジェクトにより1,000haの森林を維持管理

生物多様性保全 絶滅危惧種の生息地200haを保護

再エネ比率 事業所の電力消費に占める再エネ比率を30%～70%に引き上げ

参考：内閣府｜地方創生ＳＤＧｓローカル指標リスト

https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/sonota/sdgs_shihyou_risuto_2.pdf
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chisou.go.jp%2Ftiiki%2Fkankyo%2Fkaigi%2Fpdf%2Fsdgs_finance_evaluation_item.pd&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922342192%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=jVGKo5PqD5gl9SiIHquaDNB9Vf5QJwhLfNGmdRguNIA%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fsimi.or.jp%2Ftool%2Foutcome_indicators_db&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922375171%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=XozSFDqIkpSJArxLHQVp8qt28F5kaJfGeZaY5tR5avo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fchiiki_kigyou_kyousei%2F2024%2F20240301.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922284243%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=bpIxc3%2Bh6ydWJV%2FV3PsTCnmztr%2BBnDniXNw2QFIzJ%2FE%3D&reserved=0
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/sonota/sdgs_shihyou_risuto_2.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/sonota/sdgs_shihyou_risuto_2.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/sonota/sdgs_shihyou_risuto_2.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/pdf/sdgs_finance_evaluation_item.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/pdf/sdgs_finance_evaluation_item.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/pdf/sdgs_finance_evaluation_item.pdf
https://simi.or.jp/tool/outcome_indicators_db
https://simi.or.jp/tool/outcome_indicators_db
https://www.mof.go.jp/pri/research/seminar/fy2022/lm20221130.pdf
https://www.chisou.go.jp/sousei/meeting/top_seminar/h29-01-13-haifu4.pdf
https://www.chisou.go.jp/sousei/meeting/top_seminar/h29-01-13-haifu4.pdf
https://www.fsa.go.jp/news/r4/singi/20220715/01.pdf
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J-クレジット制度は、省エネや再生可能エネルギー、森林管理による温室効果ガスの排出削減・吸収をクレジットとして認証する制
度です。中小企業や自治体の低炭素投資を促進し、環境と経済の両立を目指します。

3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策 - ⑥J-クレジット

J－クレジット制度：林野庁

credit_001.pdfJ-クレジットの仕組み

J-クレジット創出者（中小企業、地方自治体、農業者など）

J-クレジット購入者（大企業、中小企業、地方自治体、など）

◼ 省エネ対策によるランニングコストの低減

◼ クレジット売却益

◼ 地球温暖化対策の取り組みPR効果

◼ J-クレジット制度に関わる企業や自治体との
関係強化

◼ 温対法の調整後温室効果ガス排出量の報告

◼ 省エネ法の共同省エネルギー事業および非化石エネル
ギー使用量の報告

◼ カーボン・オフセット、CSR活動等

◼ GXリーグにおける排出量実績の報告

◼ CDP質問書およびRE100達成のための報告

◼ SHIFT事業の削減目標達成への利用

◼ 経団連カーボンニュートラル行動計画の達成

クレジット創出者のメリット

クレジット購入者のメリット

資金循環

目標達成、CSR活動
カーボンオフセット

CO2等の排出削減・吸収量
（J-クレジット）

省エネ設備導入 再エネ導入 農業の取組 森林管理

CDP・SBTへの活用
RE100の目標達成

温対法・省エネ法の
報告

カーボン・
オフセット

SHIFT事業

資金
J-クレジッ

ト

参考：林野庁｜J-クレジット制度

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/J-credit.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/J-credit.html
https://japancredit.go.jp/data/pdf/credit_001.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/J-credit.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/J-credit.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/J-credit.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/J-credit.html
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3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策 - ⑥J-クレジット

J-credit-56.pdf

credit_003.pdf

J-クレジットの活用事例

J-クレジット構築の流れ

登録準備
期間

認証対象
期間

（8～16年）

J-クレジット創出者
（中小企業、地方自治体、農業者など）

審査機関 制度事務局/検証委員会(国)

カテゴリ J-クレジット創出者 プロジェクトの特徴 URL

自治体 北海道美深町 民間企業への販売確保とクレジット創出の取組 森林吸収系J-クレジット事例集

森林組合 上伊那森林組合 森林所有者との長年の信頼関係により合意形成を進め、分収林でクレジット創出中 森林吸収系J-クレジット事例集

企業 東武鉄道株式会社 自社社有林の活用が課題であり、山林保護費用の補填のためにクレジットを創出開始 森林吸収系J-クレジット事例集

計画

◼ 参加条件（方法論適用条件（森林経
営計画に基づく区域設定等）、追加性要
件）のクリア、森林所有者等権利保有者
の同意取り付けなど

◼ プロジェクト計画書のフォーマットに従って、
計画書を作成

プロジェクト登録申請

計画書に基づき森林の施業・保護を実施

モニタリング

◼ 吸収量を算定するための計測（免責、樹
高等）

◼ 計測結果に基づき吸収量を算定し、「モニ
タリング報告書」を作成

妥当性確認

◼ 登録しようとしているプロジェクトが対象の方
法論の適格性基準を満たしているか、
J-クレジット制度の要求事項を満たすか、
などを審査機関がプロジェクト計画書等か
ら確認

受理

審議・登録

検証

◼ モニタリング方法等が本制度の規程やプロ
ジェクト計画に沿って行われているかについ
て、審査機関が検証

認証申請 審議・認証

参考：林野庁｜森林吸収系J-クレジット制度について

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-56.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-56.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-56.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-56.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-56.pdf
https://japancredit.go.jp/data/pdf/credit_003.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-57.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-57.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-57.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-57.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-57.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-57.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-57.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-57.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-57.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-57.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-57.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-57.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-56.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-56.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-56.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/attach/pdf/J-credit-56.pdf
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DAOとは、特定の管理者が存在せず、組織の参加者同士の投票によって意思決定を行い、事業やプロジェクトを推進する組織で
す。従来の意思決定とは異なり、組織メンバー全員で意思決定を行うことができる新しい組織形態です

3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策 - ⑦DAOによるコミュニティ形成

次世代の組織形態「DAO」とは何か？ | BizDrive（ビズドライブ）−あなたのビジネスを加速する｜法人のお客さま｜NTT東日本
真庭市デジタル地域通貨「まにこいん」ぽ～たる - 真庭市公式ホームページ

＋ 地創予算要求の状況を見つつ、適宜追加

DAO投資の仕組み

既存の株式会社 DAO(分散型自立組織)

構造

特徴

◼ 中央集権で階層構造

◼ 意思決定は組織のトップが行う

◼ 報酬はトップに集中する

◼ 活動に関する情報は非公開もしくは一部の人にのみ公開

◼ 意思決定や活動のプロセスに人為的な介入がある

◼ フラットで完全に民主化されている

◼ 意思決定はメンバーによる投票で行われる

◼ 報酬は参加者に平等に分配される

◼ 活動に関する情報は全員に公開

◼ 意思決定や活動のプロセスに仲介者が存在せず、ブロックチェー
ン技術によってユーザー同士のやり取りが自由に行われる

参考：NTT東日本｜次世代の組織形態「DAO」とは何か？

◼ 自治体の関係人口の増加

◼ 資金調達の手段となる

◼ 地域を知ってもらうきっかけになる

◼ 外部との連携を図れる（地域連携、外部人材の調達）

◼ 事業推進力が向上する

地方創生にDAOを取り入れるメリット

https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fbusiness.ntt-east.co.jp%2Fbizdrive%2Fcolumn%2Fpost_192.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922212281%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=8GRwzr%2BdS9%2FSV%2B61ihUJfEfJ81xioN0GcdfODC6BGEo%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.city.maniwa.lg.jp%2Fsoshiki%2F3%2F66236.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922258142%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=ruC0YaZnNDX2XEfUenoUm58sQRt20SAn4pwCUxqjhog%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.city.maniwa.lg.jp%2Fsoshiki%2F3%2F66236.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922258142%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=ruC0YaZnNDX2XEfUenoUm58sQRt20SAn4pwCUxqjhog%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.city.maniwa.lg.jp%2Fsoshiki%2F3%2F66236.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922258142%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=ruC0YaZnNDX2XEfUenoUm58sQRt20SAn4pwCUxqjhog%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.city.maniwa.lg.jp%2Fsoshiki%2F3%2F66236.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922258142%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=ruC0YaZnNDX2XEfUenoUm58sQRt20SAn4pwCUxqjhog%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.city.maniwa.lg.jp%2Fsoshiki%2F3%2F66236.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922258142%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=ruC0YaZnNDX2XEfUenoUm58sQRt20SAn4pwCUxqjhog%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.city.maniwa.lg.jp%2Fsoshiki%2F3%2F66236.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922258142%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=ruC0YaZnNDX2XEfUenoUm58sQRt20SAn4pwCUxqjhog%3D&reserved=0
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.city.maniwa.lg.jp%2Fsoshiki%2F3%2F66236.html&data=05%7C02%7CJunya.Masaka%40jp.ey.com%7C1fa9ae91e7984a940e5d08dde530840a%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638918718922258142%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=ruC0YaZnNDX2XEfUenoUm58sQRt20SAn4pwCUxqjhog%3D&reserved=0
https://business.ntt-east.co.jp/bizdrive/column/post_192.html
https://business.ntt-east.co.jp/bizdrive/column/post_192.html
https://business.ntt-east.co.jp/bizdrive/column/post_192.html
https://business.ntt-east.co.jp/bizdrive/column/post_192.html
https://business.ntt-east.co.jp/bizdrive/column/post_192.html
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④デジタル村民投票で承認

デジタル村民投票でNFTの販売承認
美しい村の世界観に合うか審査される
投票力はガバナンストークンで決まる

3. 地方創生SDGsの取組を支えるための施策 - ⑦DAOによるコミュニティ形成

地方創生におけるDAO活用の事例と成功ポイントまとめ › 株式会社ガイアックス

DAOによる地方創出の仕組

①デジタル村民証NFTを購入 ②デジタル村民になる

⑥インセンティブがもらえる

NFTの売上から関わったデジタル村民に分配
地域貢献からお金が得られる

③デジタル村民がコンテンツを企画

地域資源NFTとして体験やサービスを企画

⑤地域資源NFTが販売される

地域資源NFTが販売され
一般ユーザーに購入される
購入した人はデジタル村民になる

事例または団体名 都道府県 URL

おさかなだお長崎 長崎県 おさかなだお長崎公式note

塩尻DAO 長野県 塩尻（Shiojiri）DAO｜のりしお（乗り出せ！塩尻関係人口ポータル）

山古志DAO 新潟県 山古志オフィシャルウェブサイト,観光や地域情報、なんでもわかる総合サイト

美しい村DAO 静岡県、鳥取県 美しい村DAO

地方創生におけるDAOの活用事例

参考：内閣府｜美しい村DAOの仕組

NFT（非代替性トークン）を「デジタル村民票」や「会員権」として発行し、その保有者がDAOのメンバーとして地域のプロジェクト
企画や予算執行に関する意思決定に参加可能です。世界中から地域の応援を募ることができる新たな資金調達が実現できます

https://www.gaiax.co.jp/blog/dao-regional-revitalization/
https://www.gaiax.co.jp/blog/dao-regional-revitalization/
https://www.gaiax.co.jp/blog/dao-regional-revitalization/
https://www.gaiax.co.jp/blog/dao-regional-revitalization/
https://www.gaiax.co.jp/blog/dao-regional-revitalization/
https://note.com/osakanadao
https://note.com/osakanadao
https://note.com/osakanadao
https://shiojiri-city.note.jp/m/m7248eb53b5f1
https://shiojiri-city.note.jp/m/m7248eb53b5f1
https://shiojiri-city.note.jp/m/m7248eb53b5f1
https://shiojiri-city.note.jp/m/m7248eb53b5f1
https://shiojiri-city.note.jp/m/m7248eb53b5f1
https://shiojiri-city.note.jp/m/m7248eb53b5f1
http://yamakoshi.org/
http://yamakoshi.org/
http://yamakoshi.org/
https://beautiful-village.org/
https://beautiful-village.org/
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/02_chizuchou_kouiki_torikumigaiyou.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/02_chizuchou_kouiki_torikumigaiyou.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/02_chizuchou_kouiki_torikumigaiyou.pdf
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(SAGA COLLECTIVE)

参画者

レグナテック株式会社 丸秀醤油株式会社

三福海苔株式会社 株式会社小野原製茶問屋

川原食品株式会社 天山酒造株式会社

株式会社徳永製茶 名尾手すき和紙株式会社

有限会社李荘窯業所 株式会社井上製麺

吉島伸一鍋島緞通株式会社 有限会社旅館あけぼの

取組概要

SAGA COLLECTIVEは佐賀県の伝統産業と地場産業を代表する12社が結成した
協同組合で、地球温暖化対策の一環としてCO2排出量の削減に取り組んでいる。有
田焼、鍋島緞通、名尾和紙、神埼そうめんなどの長い歴史を持つ産業を守りながら、環
境に配慮した生産活動を推進し、CO2排出量の計測、削減、地元の自然でカーボンオ
フセットによる相殺を行い、地域の自然環境を保全し伝統文化を未来に継承することを
目指している。また、CO2をワンストップで削減するノウハウの提供、視察の受け入れ、
ワークショップや体験型イベントを開催

背景

佐賀県の伝統産業は気候変動による事業の持続可能性や事業承継という問題に直
面しており、技術や文化の継承が課題となっている。SAGA COLLECTIVEはこれらの
産業が抱える課題に対応し、地域の自然資源を活かした持続可能なビジネスモデルを
構築し、産業の継承を図ると同時に地球環境への影響を最小限に抑える取り組みを
行っている。組合は地域社会との連携を強化し、伝統産業の魅力を再発見・再評価し、
新たな価値創造と地域経済の活性化を目指している

主なアウトカム

• 2021年度からのCO2の削減量は302t、カーボンオフセット実績は615tに
到達(514tは佐賀県県有林のJクレジットを使用)

• 2024年度グッドデザイン賞受賞
• 12社のうち7社がカーボンニュートラル達成

SAGA COLLECTIVE

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

1 佐賀県
SAGA 

COLLECTIVE

SAGA COLLECTIVE協同組合
地元企業12社
佐賀県 佐賀市
佐賀女子短期大学

佐賀銀行等 自然管理団体

7(エネルギー)

8(経済成長と雇用)

11(持続可能な都市)

12(持続可能な消費と生産)

13(気候変動)

14(海洋資源)

15(陸上資源)

17(実施手段)

地域の環境保全と産業持
続のために、地元の老舗企
業12社による協同組合が中
心となり、エコシステムを形成。
多様な関係者を巻き込んで
地球・社会・人にやさしい倫

理的活動を推進

● ● ● ●
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(SAGA COLLECTIVE)

取組体制の全体像

特徴的な取組

• 12社が連携し、CO₂排出量の「把握・削減・相殺」を徹底。2021年から3年間
で368tを削減し、残りは地元の森林保全や藻場再生によるカーボンクレジットで
オフセット

• 削減しきれないCO₂を、佐賀県有林や唐津市の藻場再生プロジェクトなど、地域
の自然由来クレジットで相殺。排出と吸収を地域内で循環させる「地産地消型
モデル」を確立

• 家具、有田焼、和紙、海苔、酒など300年以上続く地場産業12社が協同組
合を結成し、「地球・人・社会にやさしい」を軸にエシカル・ブランディングを推進

• 12社中7社がScope1・2の排出量をカーボンオフセットし、カーボンニュートラル企
業になり、全商品で「二酸化炭素排出実質ゼロ」を実現。中小企業が単独では
難しい脱炭素化を、協同組合モデルで実現

• 森林保全や藻場再生プロジェクトへの投資により、環境保全と地域経済の両立
を実現。カーボンクレジットの購入が地域の自然再生や漁業支援に寄与

• 「二酸化炭素ゼロ」や「エシカル」を打ち出したことにより、国内外の市場で差別化
に成功。グッドデザイン賞や環境大臣賞などを受賞し、ブランド認知度が向上

エコシステム内外に与えた効果

SAGA COLLECTIVE

協同組合

レグナテック株式会社

丸秀醤油

佐賀県県有林

小野原製茶問屋

三福海苔

川原食品

天山酒造 徳永製茶

名尾手すき和紙

李荘窯業所井上製麺

吉島伸一鍋島緞通

佐賀県地元企業

会費

ECサイトへの掲載
ブランド利用権

福岡県久山町有林

唐津串浦藻場

地元の自然管理団体

クレジット購入代

クレジット利用権

企業・自治体・大学等

クレジット利用権

CO2削減の
ノウハウの提供

支払講演等

佐賀銀行

販路開拓

情報交換

九州電力社有林

有限会社旅館あけぼの

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

1 佐賀県
SAGA 

COLLECTIVE

SAGA COLLECTIVE協同組合
地元企業12社
佐賀県 佐賀市
佐賀女子短期大学

佐賀銀行等 自然管理団体

7(エネルギー)

8(経済成長と雇用)

11(持続可能な都市)

12(持続可能な消費と生産)

13(気候変動)

14(海洋資源)

15(陸上資源)

17(実施手段)

地域の環境保全と産業持
続のために、地元の老舗企
業12社による協同組合が中
心となり、エコシステムを形成。
多様な関係者を巻き込んで
地球・社会・人にやさしい倫

理的活動を推進

● ● ● ●



41

１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(埼玉県秩父市)

参画者

読売広告社

秩父市 日本女子大学 YOMIKO

西武鉄道 脚本家・クリエイター イラストレーター

取組概要

「秩父市ストーリー共創プロジェクト」として、読売広告社が企画・運営を行い、日本女
子大学の学生が社会連携科目の一環で参加。学生は秩父市を訪問し、地域の文化
や歴史、住民の声を取材・調査。その成果をもとに、脚本家の中村允俊氏の指導のも
と、縦スクロールコミック形式のストーリーを制作。Z世代に親しみやすいデジタルコンテンツ
として、秩父市の魅力を新たな角度から発信。
制作したコミックは読売広告社の「CIVIC PRIDEポータルサイト」や秩父市内、西武鉄
道の各種媒体で公開・告知され、地域のファンづくりや観光誘致に活用されている。
このプロジェクトは、地域の文化や伝統を「資産」と捉え、住民の誇りを醸成しながら地域
の魅力を再発見・発信する「シビックプライド」醸成の先進的な取り組みとして注目されて
いる。

背景

秩父市は豊かな自然や文化資源を持つ一方で、若年層を中心とした地域外への流
出や観光誘致の課題を抱えていた。従来の一方通行的な観光プロモーションではなく、
地域住民の誇りや愛着（シビックプライド）を深く理解し、それを軸に地域の魅力を再
発見・発信する必要があった。

読売広告社は長年のシビックプライド研究の知見を活かし、産官学連携の形でZ世代
に響く新しい表現手法を用いて、地域の魅力を効果的に伝えることを目指した。

産官学言の連携によるコミック

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

2
埼玉県
秩父市

シビックプライドの
醸成

読売広告社
秩父市

日本女子大学
西武鉄道

脚本家・クリエイター

11(持続可能な都市)

Z世代と連携し、地域資
源を物語化することでシ
ビックプライドの醸成と観
光促進が両立可能となる
取組であり、「言」の象徴

となる取組

● ● ● ●
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(埼玉県秩父市)

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

2
埼玉県
秩父市

シビックプライドの
醸成

読売広告社
秩父市

日本女子大学
西武鉄道

脚本家・クリエイター

11(持続可能な都市)

Z世代と連携し、地域資
源を物語化することでシ
ビックプライドの醸成と観
光促進が両立可能となる
取組であり、「言」の象徴

となる取組

● ● ● ●

選定ポイントに関する要点

「言」の役割

物語や漫画による「言」が地域の魅力を新たに伝え、市民の共感と愛着を生む。参加者が自分でストーリーを作ることで、当事
者意識が高まり、シビックプライドの醸成が加速しているのではないか

日本女子大学 秩父市

西武鉄道
YOMIKO

(読売広告社)

現地視察

舞台提供

地域の魅力拡大
による誘客

素材提供

鉄道媒体での掲出

連携協定による
講義の実施

縦スクロール
コミックの製作

秩父市の魅力発掘

取組体制の全体像

特徴的な取組

• 日本女子大学と連携し、地域の魅力や資源を再発見。さらに、読売広告社の
技術やネットワークを活用し、地域住民に広く発信する仕組みを構築

• 日本女子大学の学生に対し、「手を動かす」「言葉にする」ことを重視したワークを
実施。主体性を引き出し、地域の新しい価値を発見するプロセスを設計

• 行政・企業・大学・地域住民など異なる立場の目的や考え方を調整し、コミュニ
ティ化を推進。秩父市に強い想いを持つキーパーソンを巻き込み、個別では実現
困難な取組を具体化

• 「秩父市の漫画制作」というエンタメ要素を導入し、地域課題の発見を目的化せ
ず、楽しみながら地域の魅力や課題を抽出

• 地域の魅力を再発見し、広告会社の発信力で広く共有することで、地域住民の
誇りや愛着を高めることに成功

• 学生が実践を通じて主体的に関わり、これまで気づかなかった地域の価値を引き
出すことに成功。教育的効果と地域活性化を両立

• 漫画というエンタメを通じて、地域課題や魅力を自然に発見・共有する新しいアプ
ローチを確立

エコシステム内外に与えた効果
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(宮崎県新富町)

参画者

こゆ財団 新富町 農家・生産者

AGRIST 投資家 VC

取組概要

産業支援：地元農産物のブランド化と販路開拓を推進。特に「新富ライチ」の高付加
価値化（糖度15度以上、1粒1000円のプレミアムライチ）に成功し、国内外での認知
度向上を図る。
人材育成：得られた利益を地域の人材育成に投資し、将来の地域経済を支える起
業家や若手人材の育成に注力。
地方創生の新手法導入：Web3やDAO（分散型自律組織）の概念を取り入れ、
地域の垣根を越えた人々の連携や協働を促進する新しい地域づくりを模索。
地域商社機能の活用：町役場や民間企業、地域住民が一体となって運営し、地域
資源の価値最大化と地域経済の循環を実現。

背景

宮崎県新富町は人口減少、少子高齢化、財政難といった地域課題を抱えていた。こう
した課題に対し、従来の行政主導の支援や単発のイベントではなく、持続可能な地
域経済の構築を目指し、2017年4月に新富町役場が旧観光協会を法人化して設立
した地域商社「こゆ財団」が発足。斎藤潤一氏は知人の紹介で代表理事に就任し、
「ビジネスで地域課題を解決する」ことを使命とした。地域の強みを活かしながら、稼いだ
利益を地域に再投資し、人材育成や産業支援を通じて持続可能なまちづくりを企図

地域商社こゆ財団

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

3
宮崎県
新富町

地元農産物のブラ
ンド化と人材育成

こゆ財団
新富町

農家・生産者
AGRIST

投資家
VC

8(経済成長と雇用)

11(持続可能な都市)

15(陸上資源)

小規模自治体でありなが
ら、地域課題を解決する
ために地域商社を設立し、
スタートアップの巻き込み
や地域の人材育成を実

現している

● ● ●

主なアウトカム

• ふるさと納税全体で約120億円の寄付金
• こゆ財団が関わる生産者の所得が10％ほど増加
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(宮崎県新富町)

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

3
宮崎県
新富町

地元農産物のブラ
ンド化と人材育成

こゆ財団
新富町

農家・生産者
AGRIST

投資家
VC

8(経済成長と雇用)

11(持続可能な都市)

15(陸上資源)

小規模自治体でありなが
ら、地域課題を解決する
ために地域商社を設立し、
スタートアップの巻き込み
や地域の人材育成を実

現している

● ● ●

選定ポイントに関する要点

小規模自治体における地域商社の設立とスタートアップの巻き込み

社会課題解決に向けて設立した地域商社を中心に、特産品ブランド化で得た収益を教育や人材育成に徹底的に再投資し、
地域資源を活用した挑戦の場を地域と一体で創出できている

こゆ財団

新富町

VC

農家

スタートアップ

スマート農業の
技術支援

連携

連携

スタートアップ拠点の提供

スマート農業技術支援

資金提供

つくば市

連携協定
スタートアップ拠点の提供

取組体制の全体像

• 旧観光協会を発展的に改組する際に、地域の将来像を示す高いビジョンを掲げ、
その実現に向けた関係者との調整や人材育成を実施

• 他自治体への研修を通じてノウハウを共有し、さらにスタートアップやベンチャーキャ
ピタルへの説明を行うことで、多様なステークホルダーを巻き込む仕組みを構築

• 高齢化や担い手不足といった地域農業の深刻な課題に強い問題意識を持つ人
材が中心となり、関係者の理解を得ながら取組を推進

• ふるさと納税等で得られた収益を、新富町で新規事業を立ち上げたい地域外の
人材に活用し、農業の事業化支援を実施

• 高いビジョンを掲げたことで、地域内外の関係者が共通の方向性を持ち、実行力
のある人材が育成された

• 他自治体との交流やスタートアップ・VCとの連携により、地域外からの知見や資
金が流入し、地域の取組が全国的に注目されるモデルとなった

• 農業の事業化支援を通じて、新たな農業関連事業が立ち上がり、Iターン・Uター
ンを促進。地域の担い手不足解消に寄与

• ふるさと納税を活用した資金循環により、地域外の人材や企業が参画し、地域
経済の多様化と持続可能性が強化

特徴的な取組 エコシステム内外に与えた効果
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(ウニノミクス)

参画者

ウニノミクス株式会社 各地漁協 地元企業

ノルウェー食品・漁業・水産養殖研究所

おおいたうにファーム KAYOI UNI BASE

広島大学 海外大学 研究機関 国東市 長門市 朝日町

ENEOS F＆LC 日本郵船 河西工業 飲食店

取組概要

海岸の生態系に悪影響を及ぼす磯焼け問題に対応するために、栄養不足のウニを漁
業者から買い取り、短期間で陸上畜養し、高品質な商品に変える技術を開発。この革
新的なビジネスモデルは、地域経済を刺激し、新たな特産品を生み出すと同時に、地
元漁業の振興と海洋環境の保全や地球温暖化対策に寄与している。事業拡大のため
に共同でウニ畜養拠点を設立するパートナーを全国から募集しており、ノウハウの提供も
行っている。これらの取り組みは国連からも公式に推薦されている

背景

左図のように、磯焼けはウニが過剰に増えることで、海岸の生態系に重大なダメージを与
え、地球温暖化対策に重要な藻場を荒らしてしまう。2012年秋に創業者が宮城県の
漁業者と出会った。東日本大震災によって海の繊細なバランス均衡が崩され、カニやヒト
デなど稚ウニの捕食種も津波で流されいなくなったことにより、震災前と比べ7倍もウニが
増殖した事実を知った。また、磯焼けの問題は日本、世界の多くの地域で起こっている
地球規模の環境問題、漁業への脅威であることを学んだことから、ウニの駆除や移植
にかかるコストの問題を解決するために、ウニ畜養事業を開始

主なアウトカム

• UNESCO「持続可能な開発のための国連海洋科学の10年」(国連海洋
科学の10年)公式推薦

• 環境省主催 グッドライフアワード 特別賞受賞
• 世界経済フォーラム(WEF) ダボス会議参加
• 農林水産省 INACOMEビジネスコンテスト 特別賞受賞 等

閉鎖循環式畜養システム

磯焼け

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

4
大分県国東市
山口県長門市
富山県朝日町

ウニノミクス

ウニノミクス株式会社
各地漁協、地元企業

研究機関
おおいたうにファーム
KAYOI UNI BASE

広島大学 海外大学
国東市、長門市、朝日町

8(経済成長と雇用)

11(持続可能な都市)

13(気候変動)

14(海洋問題)

15(陸上資源)

17(実施手段)

広域的な磯焼け対策に取り
組むことで環境保全と地域
活性化を両立。また、地元
企業との共同出資による資
金調達で持続可能な循環
型ビジネスモデルを実現して

いる

● ● ● ●
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(ウニノミクス)

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

4
大分県国東市
山口県長門市
富山県朝日町

ウニノミクス

ウニノミクス株式会社
各地漁協、地元企業

研究機関
おおいたうにファーム
KAYOI UNI BASE

広島大学 海外大学
国東市、長門市、朝日町

8(経済成長と雇用)

11(持続可能な都市)

13(気候変動)

14(海洋問題)

15(陸上資源)

17(実施手段)

広域的な磯焼け対策に取り
組むことで環境保全と地域
活性化を両立。また、地元
企業との共同出資による資
金調達で持続可能な循環
型ビジネスモデルを実現して

いる

● ● ● ●

取組体制の全体像

特徴的な取組

• 磯焼けの原因となる痩せたウニを漁業者から買い取り、陸上で畜養して商品化
する仕組みを構築。環境改善と経済活動を両立させるモデルを確立

• 全国の拠点で地元漁協と協業し、磯焼けウニの採捕から畜養までを共同で推進。
また、地元企業からの出資を受けることで、地域の緊密性を高め、ウニを地域特
産品としてのブランド化を共同で進めた

• 専用飼料と閉鎖循環式陸上畜養システムを活用し、約2~3か月で痩せたウニを
高品質な食材に育成。天然ウニの旬に依存せず、通年出荷を可能にした

• 産業廃棄物であったウニの殻を成長促進剤(液体肥料・固形肥料)や自動車内
装材・建物内装材へ活用

• 痩せたウニを除去・畜養することで藻場が回復し、魚類や海藻の生息環境が改
善。生物多様性の保全に寄与

• 畜養拠点の設置やふるさと納税との連携により、地域ブランド化と雇用創出を実
現。また、漁業者に新たな収入源を提供し、地方創生に貢献

• 藻場再生によるCO₂吸収効果を活用し、ブルーカーボンクレジットを創出。国連
「海洋科学の10年」公式推薦やダボス会議での紹介など、国際的な認知を獲
得

エコシステム内外に与えた効果

磯焼けの海
漁協

(漁師/ダイバー)

子会社
(ウニ畜養拠点)

飲食店/鮮魚店/消費者

ウニノミクス株式会社

磯焼けウニ捕獲

藻場・生態系
の回復

買取り

支払

購入

支払

循環モデル

共同研究

ノウハウの提供

ノルウェー食品・漁業・
水産養殖研究所

日本郵船
協業

地元企業

出資

ENEOSブルーカーボン実証

技術提供

大学・団体

サンディエゴ州立大学

カリフォルニア大学

広島大学

メモリアル大学(カナダ)

国連食糧農業機関カナダ水産庁

協業 FOOD＆LIFE 

COMPANIES

河西工業協業
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(カリーファンド)

参画者

うむさんラボ

投資家(個人、企業)

琉球銀行 社会変革推進財団

取組概要

2023年5月に設立された沖縄発の地域課題解決型インパクト投資ファンド。
運営は株式会社うむさんラボが担い、社会起業家やスタートアップ企業に対し、資金提
供だけでなく、構想実現の後押し、顧客・提携先・人材の紹介など成長支援も行う。投
資先には、医療・ヘルスケア、サステナビリティ、環境、教育、平和、地方創生などの様々
な分野がある。投資後は社会的インパクト評価・マネジメント（IMM）を実践し、社会
課題解決の効果測定と支援を継続。

背景

沖縄県は11年連続で県民所得が全国最下位であり、高い若年出産率や離婚率、
若年層の教育機会不足、生涯賃金の低さから子どもの貧困が連鎖するなど、複雑に
絡み合う社会課題と経済課題を抱えている。加えて、海洋プラスチックごみやサンゴ礁の
白化、高い生活コストなど環境・経済面でも多くの課題がある。こうした背景を踏まえ、ビ
ジネスの仕組みを通じて社会課題の解決と経済的リターンの両立を目指し、沖縄発の
インパクト投資ファンドとして設立

カリーファンド

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

5 沖縄県 カリーファンド

うむさんラボ
投資家(個人、企業)

琉球銀行
社会変革推進財団

8(経済成長と雇用)

11(持続可能な都市)

社会課題の解決に取り
組むスタートアップ支援を
通じて、地域の持続可能
な経済活性化と社会的
価値創出を両立している

● ●
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(カリーファンド)

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

5 沖縄県 カリーファンド

うむさんラボ
投資家(個人、企業)

琉球銀行
社会変革推進財団

8(経済成長と雇用)

11(持続可能な都市)

社会課題の解決に取り
組むスタートアップ支援を
通じて、地域の持続可能
な経済活性化と社会的
価値創出を両立している

● ●

選定ポイントに関する要点

経済的リターンと社会的インパクトの両立

沖縄の社会課題を解決する社会起業家やスタートアップに対し、資金提供だけでなく経営支援やネットワーク構築、インパクト
評価の伴走支援を含む多面的なサポートを行い、行政や金融機関、大学、民間など多様なステークホルダーとの協働体制を
築くことで、持続可能な地域課題解決型ビジネスの成長と社会的インパクトの最大化を実現

カリーファンド

インパクト投資に関する
知見・ノウハウの提供

うむさんラボ

有限責任組合員
(琉球銀行等28団体)

企業

一般財団法人
社会変革推進財団

運営 投資

出資

取組体制の全体像

特徴的な取組

• うむさんラボが「カリーインパクト＆イノベーション1号投資事業有限責任組合」を
設立。休眠預金活用事業に採択され、社会的インパクト評価・マネジメント
（IMM）を導入し、沖縄の社会課題解決を目的とした投資を実施

• 再生医療の細胞培養技術を開発する企業、外国人医療アクセスを支援する企
業、難治性白血病の遺伝子解析技術を持つ企業、廃棄資源から繊維パネルを
作るアップサイクル技術を持つ企業をはじめとした、医療・ヘルスケア、サステナビリ
ティ、環境、教育、平和、地方創生などの様々な分野へ投資

• 投資先企業に対し、経営戦略策定や役員派遣、ロジックモデル作成支援を実
施。沖縄県のスタートアップエコシステムコンソーシアムに参画し、OISTや琉球大
学と連携して情報共有を行う仕組みを構築

• IMMセミナーを6～7回開催し、約550名が参加。インパクト投資の概念が県内
で浸透し、企業や金融機関がロジックモデルやIMMを導入する動きが生まれた

• 医療アクセス改善や再生医療、平和教育など、従来資金調達が難しかった分野
で事業化を実現。資金提供及び伴走支援を通じて沖縄の社会課題に即したス
タートアップが成長する基盤を形成

• 県外の企業・個人投資家が参画し、沖縄に外部資本と知見を呼び込むことに成
功。地域内外とのネットワーク強化により、沖縄発のインパクトファンドとして取り組
むことに成功

エコシステム内外に与えた効果
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(長崎県対馬市)

参画者

ブルーオーシャンイニシアチブ 対馬市

会員企業(大企業18社、スタートアップ55社)

連携パートナー(教育機関、自治体、金融機関、メディア等
各種団体)

取組概要

「対馬未来会議」は、2050年までに対馬を世界最先端のサステナブル・アイランドにする
ことを目標に、地域住民や島外の企業人が参加し、海洋プラスチック削減、ブルーカーボ
ン活用、海業活性化の3つのテーマに分かれて現場視察やワークショップを実施する。1

日目はスタディツアーで現場の課題を体験し、2日目に対馬島内の関係者とともに事業
構想ワークショップを行い、アイデアの具体化やロードマップ作成を進める。
また、「対馬ブルーカレッジ」では、地域の知を活用して海洋問題解決に向けた新規事
業の構想と次世代人材の育成を目指す研究プロジェクトを展開。対馬市、ブルーオー
シャン・イニシアチブ、事業構想大学院大学、サラヤ株式会社が連携し、企業版ふるさと
納税を活用している

背景

対馬は国境離島であり、過疎化や地域産業の衰退に加え、海洋プラスチック汚染や
気候変動による磯焼け、養殖魚介の減少などの海洋課題に直面している。こうした複
合的な課題に対処するため、持続可能な島づくりを目指している。さらに対馬市は
SDGs未来都市に選定され、対馬の海洋課題は世界中の島嶼部が抱える課題の縮
図でもあるため、産官学民が連携して解決に取り組む必要があった対馬マリンリビングラボ

主なアウトカム

• 対馬ブルーカレッジでは新たな海業関連事業の構想が進み、次世代の海洋
問題解決人材の育成が進展

• 対馬未来会議を通じて地域内外の多様な関係者が連携し、具体的な課
題解決に向けた共感と対話が形成

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

6
長崎県
対馬市

対馬マリン
リビングラボ

ブルーオーシャンイニシアチブ
対馬市

会員企業(大企業18社、スタート
アップ55社)

連携パートナー(教育機関、自治
体、金融機関、メディア等各種団

体)

8(経済成長と雇用)

11(持続可能な都市)

13(気候変動)

14(海洋資源)

15(陸上資源)

17(実施手段)

海洋プラスチック削減や海
洋資源保全、海業活性化
など多様な海洋課題の解
決に向けて、島内外の市
民や企業、研究機関を巻
き込み、取組を進めている

● ● ● ● ●
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(長崎県対馬市)

選定ポイントに関する要点

ステークホルダーの巻き込みによる海洋問題の解決

島内外の企業・団体・住民など多様なステークホルダーを丁寧に巻き込み、地域課題を具体的に共有し合意形成を進める協
働力と、資金調達だけでなく実行に向けた具体的なロードマップ作成に取り組む体制がある

海洋プラスティック回収手段
の確立と再資源化の加速

取組体制の全体像

ブルーオーシャンイニシアチブ

会員企業
(アクションの主体)

大企業 18社

スタートアップ 55社

連携パートナー
(アクションの支援者)

アカデミア 6機関

自治体 8エリア

金融 4社

メディア 10社

アライアンス 8団体

持続可能な水産資源管理と
サプライチェーンの深化

ブルカーボンの普及促進と
関連商品・産業の創出

脱炭素時代における海洋都市・
海運・エネルギーの開発

「海からの観光」の
新事業創造と地域創生

海洋データの共有と利活用の促進

海洋保全を加速させるソーシャル・
コミュニケーション

沖や浜辺における海洋プラスティック回収手段の確立、海ごみを
活用したサーキュラーエネルギーシステムの開発

天然資源の維持管理と養殖普及のソリューション開発と両立、
サプライチェーン全体での適切なマネジメントサイクル確立

カーボンニュートラル実現に向けた、BC認知度向上とビジネスモ
デル確立、地域特性にあわせた藻場再生活動の推進

海運における脱炭素化の加速、海洋都市開発を通じた新たな
経済圏の創出

漁業の6次産業化の促進、これまで発想にない新たな新業態
の創出

目には見えない「海の中の情報」を集約したデータベースの構築
データ利活用ビジネスの推進

世界中の人々の行動変容に繋がる、社会を変えるコミュニケー
ションの実践

分科会

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

6
長崎県
対馬市

対馬マリン
リビングラボ

ブルーオーシャンイニシアチブ
対馬市

会員企業(大企業18社、スタート
アップ55社)

連携パートナー(教育機関、自治
体、金融機関、メディア等各種団

体)

8(経済成長と雇用)

11(持続可能な都市)

13(気候変動)

14(海洋資源)

15(陸上資源)

17(実施手段)

海洋プラスチック削減や海
洋資源保全、海業活性化
など多様な海洋課題の解
決に向けて、島内外の市民
や企業、研究機関を巻き込
み、取組を進めている

● ● ● ● ●

• 海洋ごみ問題を解決したいという自治体職員の想いを契機に、地域内外の人材
が中心となり、課題について議論を深める場を形成

• 海洋ごみ問題の実態を写真やデータで可視化し、課題を象徴するシンボルを設
定。地域外の人材やパートナーに課題を視覚的に共有

• 会費、協賛金、企業版ふるさと納税を組み合わせた資金調達モデルを設計。地
域外の企業や個人を巻き込み、持続的な活動資金を確保

• CSR・ESGや社会的インパクトを重視する企業やインパクトファンドのニーズを把握
し、それに応えるスキームを構築。多様なステークホルダーを巻き込む基盤を形成

• 自治体、地域外人材、企業、投資家が連携する新しい協働モデルを実現。従
来、自治体単独では困難だった課題解決に向けた動きが加速

• 企業やファンドがCSR・ESGの観点で参画し、社会的インパクトを可視化。企業
にとっては企業価値向上、地域にとっては課題解決という双方にメリットを生む仕
組みを確立し、地域課題解決に協力してくれる多様なステークホルダーを巻き込
む基盤を形成

• 海洋ごみ問題をシンボル化し、広く発信することで、地域内外で課題認知が進展
し、協働意識を醸成。また、市民を巻き込んだ取組を進めることで、取組に対する
理解と地域に対する誇りを高める効果を生んだ

特徴的な取組 エコシステム内外に与えた効果
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(兵庫県豊岡市)

参画者

豊岡市

トヨタモビリティ基金

但馬信用金庫

株式会社New Stories

取組概要

ICTやIoT、データ活用を駆使し、地域住民の生活の質を高めるためのスマートコミュニ
ティを推進。具体的な取組としては、福祉車両の空き座席を活用した施設利用者の移
動支援「豊岡福祉モビリティ」の実証、データを活用した交通安全教室の開催、市民の
これやりたいを応援するイベント「みんな×エール」の開催を行っている。また、市民参加
型のアプリ「Toyooka iDO」の開発・運用など、地域情報の共有や生活支援にも取り組
んでいる

背景

豊岡市の掲げるビジョンである「いのちへの共感に満ちたまちづくり」及び、「小さな世界都
市」を実現させるために、適切な技術（ICT、IoT、データ活用等）を用いて生活の心
地良さを高めつつ、人々が多様性を認め、フラットでスマートにつながるコミュニティを構築
することにより、住む人、訪れる人にとっての豊岡市の価値を高め、地域の持続可能性を
向上させることを目的として設立｡豊岡市と一般財団法人トヨタ・モビリティ基金が設立し
た団体で、2024年度より、豊岡市と但馬信用金庫による地域主体の運営へ移行。

豊岡スマートコミュニティ

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

7
兵庫県
豊岡市

豊岡スマートコミュ
ニティ

豊岡市
トヨタモビリティ基金
但馬信用金庫

株式会社New Stories

8(経済成長と雇用)

9(インフラ、産業化、イノベー
ション)

11(持続可能な都市)

ICTやIoTなどのデジタル技
術を活用して多様性を認め
合うスマートな地域コミュニ
ティを構築し、住民の生活の
質向上と地域の持続可能
性向上を両立している

● ● ●
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(兵庫県豊岡市)

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

7
兵庫県
豊岡市

豊岡スマートコミュ
ニティ

豊岡市
トヨタモビリティ基金
但馬信用金庫

株式会社New Stories

8(経済成長と雇用)

9(インフラ、産業化、イノベー
ション)

11(持続可能な都市)

ICTやIoTなどのデジタル技
術を活用して多様性を認め
合うスマートな地域コミュニ
ティを構築し、住民の生活の
質向上と地域の持続可能
性向上を両立している

● ● ●

選定ポイントに関する要点

テクノロジーを活用したまちづくり

ICTやデータ活用を軸に多様なステークホルダーが共創し、地域の多様性を認めつつスマートな交通・福祉サービスを実証・実装
することで、住民の生活の質向上と持続可能なコミュニティ形成を両立している

取組体制の全体像

豊岡市

但馬信用金庫

New Stories

トヨタ・モビリティ基金

豊岡スマートコミュニティ
推進機構

地域企業・団体
豊岡市民

2020年設立

2020～2023年理事会

2024～理事会

参画・共創

オブザーバー
プロジェクトごとに関わりあり

市民のこれやりたいを応援するイベントで、地域課題の
解決に向けた仲間づくり、事業の推進を目指す取組

福祉車両の空き座席を活用した施設利用者の移動
支援

車の急ブレーキや死亡・負傷事故ポイント、道路ごとの
平均車速データと子どもたちや地域住民の入力するヒ
ヤリハットデータを掛け合わせた、データに基づく交通安
全教室の開催

子育てに便利な情報や地域のイベント情報を市民自
身が発信できるスマホアプリを構築

中山間地域の物流課題と高齢者等の孤立・孤独化
を解決するため、住民が共助でラストワンマイルの配送
を担う仕組みづくり

人と車の交通量が多い温泉街において、デイサービス
等送迎車両の駐車スペースを確保するため、デジタル
を活用する取組

福祉モビリティ
プロジェクト

交通安全教室
プロジェクト

Toyooka iDO(データ連携)
プロジェクト

但東地域コミュニティ配送
プロジェクト

城崎地域福祉車両
プロジェクト

みんな×エール

• 豊岡市とトヨタ・モビリティ基金が中心となり、ICT・IoT・データ活用を軸に地域課
題を解決するための豊岡スマートコミュニティ推進機構（TSC）を設立後、地域
主体の運営に移行

• 市民・行政・企業が協働し、ICT・IoT・データ活用を基盤に、交通、福祉、教育
など複数分野で実証事業を展開。移動困難者支援や交通安全教育など、地域
特性に応じたサービスを提供

• 「みんな×エール」等の取組によって、市民が主体となって地域を活性化する基盤
を形成

• 福祉モビリティの社会実証により、移動困難者の外出機会が増加。福祉事業所
やタクシー事業者の負担軽減と収益を確保し、地域経済の活性化に寄与

• 「小さな世界都市」を掲げた先進モデルとして全国的に注目され、他自治体や企
業からの視察・連携が増加。外部資金や人材の流入を促進

• 官民協働によるサービス共創モデルが確立し、地域のデジタル活用や地域活性
化が進展。地域主体の運営体制への移行により、持続可能な仕組みが整備

特徴的な取組 エコシステム内外に与えた効果
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(北海道浦幌町)

参画者

みらいRITA

シャネル財団 浦幌町 地域企業及び大手企業

うらほろスタイル推進連携会議

取組概要

① うらほろスタイル推進事業：学校、行政、企業、町民など地域全体が一体となり、町づく
りや子どもの育成活動を支援。中高生・若者の多様な学びや地域参画を促す探究事業
を展開

② うらほろスタディアム事業：アスリート、企業、地域の保護者、指導者など多様な力を結
集し、スポーツを通してたくましく豊かな社会を育むことを目指す。具体的には「うらほろマラ
ソン」や「アスリートによるスポーツ教室」、「スタジアムツアー」などを企画・運営

③ マーケティング事業：浦幌町のふるさと納税に関わる商品開発や寄付サポート、ガバメン
トクラウドファンディングの企画・運営を行う。また、企業クライアントのニーズと浦幌町の資源
を組み合わせた新商品・サービスの開発やイベント企画も手掛ける

④ 教育旅行事業：「社会課題」や「SDGs」をテーマに、中高生がリアルに社会を学ぶ学習プ
ログラムを企画・運営し、大人との対話を通して未来を考える機会を提供

⑤ 多世代協働による支えあいのまちづくり事業：若者と高齢者など多世代が協働し、買い
物機会の創出やスマートフォンよろず相談など、地域の困りごと解決に取り組む

⑥ 人材育成・交流事業：企業の中核人材を育成する「アカデメイア」、大学生向け農業イ
ンターンシップ「アグリダイブ」など浦幌町を舞台にした企業研修などを運営。R8年度は都市
のセカンドキャリア層を対象とした地域留学「うらほろ留学」を実施すべくプログラム作成中

⑦ 農業関連事業：十勝エリアを中心にリジェネラティブ（環境再生型）農業の推進を行う
ため、R6年度調査・研究を実施、R7年度は調査に加え企業連携を推進。R8年度にはリ
ジェネラティブファンドの組成や農業者グループとの連携に向けて準備中

背景

人口減少や高校がないことによる若者の流出という課題を抱えている。この状況下で持続
可能な地域をつくるため、子どもたちの地域への愛着や貢献意識を育む「うらほろスタイル」教
育を長年推進してきた。また、若者のしごと創造や課題解決を推進するにあたり、地域内外
の多様な組織や個人と連携しながら、副業・ボランティア人材の活用や産官学の協働体制
を構築する必要があった。こうした背景から、地域に根差した組織として十勝うらほろ樂舎が
設立された。その活動は国や研究機関からも高く評価され、地方創生と教育を組み合わせ
た先導モデルとして全国から注目を集めている

うらほろ楽舎

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

8
北海道
浦幌町

うらほろ樂舎

みらいRITA

シャネル財団 浦幌町
地域企業及び大手企業

うらほろスタイル推進連携会議

4(教育)

5(ジェンダー)

11(持続可能な都市)

産官学金労言を含む多様
なステークホルダーが協働し、
企業寄付金等を活用して地
域課題を多角的に解決して

いる

● ● ● ● ● ●
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(北海道浦幌町)

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

8
北海道
浦幌町

うらほろ樂舎

みらいRITA

シャネル財団 浦幌町
地域企業及び大手企業

うらほろスタイル推進連携会議

4(教育)

5(ジェンダー)

11(持続可能な都市)

産官学金労言を含む多様
なステークホルダーが協働し、
企業寄付金等を活用して地
域課題を多角的に解決して

いる

● ● ● ● ● ●

選定ポイントに関する要点

多様なステークホルダーの連携による総合的な社会課題の解決

多様なステークホルダーが連携することによって取組に幅が生まれ、多くの社会課題の解決に繋がっている。例えば地域の小中
学校を中心に子どもたちの自己肯定感向上や次世代育成及びジェンダー平等を重視し、地域住民や企業、社会人と協働し
て持続可能な地域づくりを推進している

みらいRITA

うらほろ樂舎

企画・運営

シャネル財団

北海道浦幌町

豊岡市
気仙沼市

資金支援

参考モデル

支援

うらほろスタイル推進事業
地域の担い手育成事業

うらほろスタディアム事業

マーケティング事業

教育旅行事業

多世代協働による
支えあいのまちづくり事業

人材育成・交流事業

農業関連事業

学校、行政、企業、町民が連携して町づくりや子どもの育成を推進。次
世代が地域・社会に関わっていく橋渡しを目指す取組

スポーツを通じた社会育成事業。うらほろマラソン、アスリートによるス
ポーツ教室、スタジアムツアーなどを企画・運営

浦幌町のふるさと納税関連の支援、商品開発、ガバメントクラウドファン
ディングの企画運営。地域資源と企業ニーズのマッチングや新商品開発

中高生を対象に社会課題やSDGsを体験的に学ぶ学習プログラムの
企画・運営。地域の大人との対話を通じて未来を考える機会を提供

若者と高齢者など多世代が協働し、生活支援や買い物機会の創出、
スマホ相談など地域課題解決に取り組む

企業の中核人材を育成する「アカデメイア」、大学生向け農業インター
ンシップ「アグリダイブ」など浦幌町を舞台にした企業研修などを運営

十勝エリアを中心にリジェネラティブ（環境再生型）農業の推進を行うた
め、調査・研究や企業連携を実施

取組体制の全体像

特徴的な取組

• 学校・行政・企業・住民が一体となり、子どもの育成とまちづくりを軸にした「うらほ
ろスタイル」を推進。小中一貫教育を通じて地域への愛着と当事者意識を育む
仕組みを継続的に運営

• 教育をコア事業としつつ、農業・エネルギー・DXなど複数の事業を外部パートナー
と協働で推進。企業版ふるさと納税や副業人材を活用し、財源と専門性を確保

• 行政主導ではなく、住民と学校が議論し、行政が後から制度化。現在は十勝う
らほろ楽舎が中核となり、政策提言と実行を担う

• 20代の転入超過を実現し、地域に若者が戻る流れを形成。町の将来を担う人
材の確保につながった

• 北海道内外でモデル事例として注目され、助成金獲得や企業との連携が進展。
また、全国からの視察や研修受け入れ、中高生向けの教育プログラム、企業研
修、大学生向けの農業インターンを通じて関係人口の増加に寄与

• 女性町議会議員3名の誕生やジェンダーアクションの検討など、地域社会におけ
る多様性と平等の意識が高まり、住民主体の持続可能な地域づくりの基盤を強
化

エコシステム内外に与えた効果
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(但馬を結んで育つ会)

参画者

但馬を結んで育つ会

医療機関

兵庫県 豊岡市 養父市

但馬信用金庫

取組概要

2019年に但馬地域の医療・福祉・介護関係者が中心となり「但馬を結んで育つ会（TMS）」
を設立し、2020年にNPO法人化。医療機関、福祉事業所、行政、産業、地域住民が連携
して診療機能の調整、人的資源の共有、経営の共同効率化を推進。休眠預金等活用制
度の助成金約4,987万円を活用し、社会的インパクト評価や経営伴走支援を受けながら、切
れ目のない医療・福祉提供体制の構築を目指す。養父市関宮地区の「小さな拠点整備」な
ど地域コミュニティの活性化や多世代交流の促進にも取り組んでいる

背景

但馬地域は兵庫県北部に位置し、人口減少や少子高齢化が進行している。特に後
期高齢者の急増により医療・介護の持続性が大きく揺らぎ、2025年問題を目前に控え
ている。医療や介護の担い手不足、診療機能の分断、経営効率の低下などの課題が
深刻化し、地域住民が安心して最期まで暮らせる包括的かつ継続的な医療・福祉提
供体制の構築が急務となっていた。こうした状況を踏まえ、医療・介護・福祉の現場関
係者が連携し、地域課題の解決に取り組む必要があった

但馬を結んで育つ会

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

9
兵庫県
但馬地域

但馬を結んで育つ
会

但馬を結んで育つ会
医療機関

兵庫県 豊岡市 養父市
朝来市 香美町 新温泉町

但馬信用金庫

3(保健)

11(持続可能な都市)

17(実施手段)

但馬地域全体で医療・
介護を軸に連携し、小さ
な拠点や医療福祉の包
括的体制を構築している

「士」の取組

● ● ● ●



56

１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(但馬を結んで育つ会)

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

9
兵庫県
但馬地域

但馬を結んで育つ
会

但馬を結んで育つ会
医療機関

兵庫県 豊岡市 養父市
朝来市 香美町 新温泉町

但馬信用金庫

3(保健)

11(持続可能な都市)

17(実施手段)

但馬地域全体で医療・
介護を軸に連携し、小さ
な拠点や医療福祉の包
括的体制を構築している

「士」の取組

● ● ● ●

選定ポイントに関する要点

自治体間連携による持続可能な医療サービスの提供及び士/師の役割

地域の医療・介護・福祉・行政など多様なステークホルダーが連携し、地域課題を共有し合意形成を図りつつ、先進事例をモ
デルにした包括的なケア体制の構築を地域一体で推進している。専門性を持つ士／師が地域の課題を現場で理解し、地域
住民や関係者を巻き込みながら具体的な課題解決と合意形成を主導し、地域の持続可能な発展を実現するキープレーヤー
になっているのではないか

兵庫県

支援

豊岡市 養父市 朝来市 香美町 新温泉町

公立病院

民間病院

診療所

介護施設

訪問看護
ステーション

・・・・

公立病院

民間病院

診療所

介護施設

訪問看護
ステーション

・・・・

公立病院

民間病院

診療所

介護施設

訪問看護
ステーション

・・・・

公立病院

民間病院

診療所

介護施設

訪問看護
ステーション

・・・・

公立病院

民間病院

診療所

介護施設

訪問看護
ステーション

・・・・

包括的連携

地域住民

但馬を結んで育つ会

医療サービス

但馬信用金庫

仕組みづくり

地域医療
計画

取組体制の全体像

特徴的な取組

• 医療・介護・福祉・行政・企業・住民が連携する仕組みを構築。地域包括ケア
を支えるため、診療機能の調整、人的資源の共有、経営の共同効率化を推進

• 医療・福祉・生活サービスを集約した多機能拠点を整備。交通ネットワークや物
流機能を組み合わせ、周辺地域と連携する新しい地域モデルを構築

• 医療・福祉従事者を対象に、但馬全域から参加する研修会や講演会を継続開
催。顔の見える関係づくりと課題共有を促進し、地域全体での協働体制を強化

• 3市2町を超えたネットワークが形成され、医療・介護・福祉の切れ目ないサービス
提供が可能に。従来の縦割り構造を超えた協働体制を確立

• データ連携により、患者情報や医療画像の共有が可能となり、診療の効率化と
在宅医療の質向上を実現。オンライン診療や遠隔服薬指導の導入準備が進み、
広域での医療アクセス改善に寄与

• 医療だけでなく「小さな拠点」や「明るい一揆」等の取組を通じて、地域住民や企
業、外部パートナーが主体的に関与しながら地域活性化に寄与。地域課題を
共有し、協働意識を高める文化が定着

エコシステム内外に与えた効果
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(鹿島モデル)

参画者

鹿島市役所ラムサール条約推進室

地元企業 スタートアップ

佐賀新聞 佐賀銀行 地域団体(漁協等)

取組概要

鹿島モデルは行政主導から脱却し、地元企業、市民、金融機関、メディアなど多様なステーク
ホルダーが主体的に連携するSDGs事業創出プラットフォームを構築。具体的な内容は以下の
通り。
① 鹿島市独自の環境評価指標を作成し、企業や事業の環境影響を数値化・共有。
② 環境保全と産業振興の両立を目指す事業の創出と事業化支援を実施。
③ 年1回の「肥前鹿島干潟SDGs推進パートナー会議」で環境課題の共有と事業マッチング

を行う。
棚田保全を活かした日本酒「ごえん」の開発・販売支援や、カモのLED誘導実証実験など地域
課題解決に資する事業を推進。

背景

佐賀県鹿島市は有明海に面し、豊かな干潟や多様な自然環境を持つ地域であるが、
環境保全と地域経済の両立に課題を抱えていた。2015年に肥前鹿島干潟がラムサー
ル条約湿地に登録され、2016年にはラムサール条約推進室が設置されたものの、環境
保全の取り組みが地域の経済的価値に十分に結びつかず、地域住民や漁協の理解や
協力を得ることが難しかった。例えば、カモによる農作物の食害問題が発生した際、環境
保全と漁業被害の調整が必要となるなど、行政単独の取り組みには限界があった。こう
した背景から、地域全体の主体的な連携と、環境保全を経済活動として推進する仕
組みづくりが求められた。

鹿島モデル

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

10
佐賀県
鹿島市

鹿島モデル

ラムサール条約推進室
地元企業
スタートアップ

佐賀新聞 佐賀銀行
地域団体(漁協等)

8(経済成長と雇用)

11(持続可能な都市)

13(気候変動)

14(海洋資源)

15(陸上資源)

17(実施手段)

市が中心となり、地域金
融機関や地域事業者と
連携して地域の環境保
全を目指す制度を構築

● ● ● ●
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１. 企業等による地方創生SDGs取組事例ヒアリング① - 取組概要(鹿島モデル)

#
都道府県
市町村

事例名 活動主体 該当SDGs 選定ポイント 産 官 学 金 労 言 士

10
佐賀県
鹿島市

鹿島モデル

ラムサール条約推進室
地元企業
スタートアップ

佐賀新聞 佐賀銀行
地域団体(漁協等)

8(経済成長と雇用)

11(持続可能な都市)

13(気候変動)

14(海洋資源)

15(陸上資源)

17(実施手段)

市が中心となり、地域金
融機関や地域事業者と
連携して地域の環境保
全を目指す制度を構築

● ● ● ●

選定ポイントに関する要点

自治体の主体的な行動による地域事業者や地域金融機関の巻き込み

市が中心となり、独自の環境評価指標と事業支援で環境保全と産業振興を両立させる仕組みを構築し、地域循環共創によ
り全国展開可能な持続可能な地域活性化モデルを構築

鹿島市
ラムサール条約推進室

• 地域環境課題の集約・提示
• 事業実施者、支援者の募集
• 事業計画策定支援
• パートナー企業と事業支援
• 環境課題の提示
• 環境評価

佐賀銀行

佐賀新聞

地元企業
地域団体

鹿島市

有明海

SDGs事業共創プラットフォーム

• 販売促進
• 金融支援
• 非金融支援(コンサルティング)

• PR支援

• 地域、社会課題の解決
• 地域経済の活性化

• 干潟の保全
• 環境課題の解決

取組体制の全体像

• 干潟保全の取組が地域企業や住民にとって価値として還元されていないという課
題意識を起点に、企業・金融機関・自治体を巻き込む民間主導の仕組みを構
築

• 自治体が有明海の保全に関する地域課題を明示し、解決に向けたKPIを公表。
企業が具体的な行動を取りやすい環境を整備し、参加を促進

• CSR・ESGや社会的インパクトを重視する企業や金融機関に対し、一時的な寄
付や資金援助にとどまらない長期的な関係性を構築するスキームを設計

• 干潟や棚田を活用した観光・教育イベントにより、関係人口・交流人口が増加し、
地域の環境意識が高まった

• KPIの明示と共通ゴールの設定により、複数企業が主体的に参画。企業間や自
治体との協働意識が高まり、持続的なパートナーシップが形成

• 企業や金融機関からの協賛金や企業版ふるさと納税を獲得。地域外からの資
金流入により、干潟保全活動の継続性と規模拡大が可能になった

特徴的な取組 エコシステム内外に与えた効果
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